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学生食堂
～学校ブランドを高める空間づくり～

食の提供
（アウトソーシング）
社員食堂 /寮・研修所・保養所・研究施設 /
学生食堂 /レジャーレストラン /カフェ
お仕事に、勉学にがんばる皆様を食事面からサポートいたします。
空間づくりなども含めた委託運営を行っています。

学生の皆様にとって、大切な思い出の一つになる学生食堂。
学校それぞれの教育方針に沿って運営を行いながらも、
学生層に合わせ、トレンドを意識したメニューをご用意。
カジュアルさとおいしさで好評をいただいています。
また、売店の運営やスクールバスの運行など、トータルでの
サポートも可能です。

各施設の運営方針やご利用者様の年齢層に応じたメニューを
提供。栄養バランスを考慮した食事を提供するだけでなく、
研修施設では研修期間や日程などの利用状況に対応した運営を
心がけ、「食」を通じて家庭にいるような安らぎを提供すること
を目指しています。食事以外にも、施設管理全般にわたる管理
業務も行っています。

寮・研修所・保養所・研究施設
～やすらぎと栄養バランスを考えた食事提供～



合格した先輩達の
「集団討論」のデモンストレーション

参加した学生たち

第
31
回
教
職
受
験
対
策
研
修
会

平成 27 年度 茗渓会賞
芸術部門受賞者

福山  菜穂子さん
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推薦者　齋藤  敏寿先生
（文化人類学・民俗学、芸術一般）

黒田  舞さん
（特別カリキュラム版画）

推薦者　田島  直樹先生
（美学・芸術諸学）

風景のメモ

亀㟢  玲奈さん
（情報デザイン領域）

推薦者　内山  俊朗先生
（ヒューマンインターフェース・

インタラクション）

振り子時計

Emi Natsuki Ⅰ／ Natsuki Ⅱ

平成28年
３月７日
　〜９日

講
師
　
大
畑
多
津
雄
氏

講
師
　
谷
島
昭
氏



体育祭：
伝統的な競技『駅伝』（９月）

文化祭：
ステージのフィナーレ（11月）

音楽祭：クラス対抗合唱コンクール（６月）

筑駒アカデメイア：
化学部の実験講座

筑波大学研究室訪問（中３・高２） 東京地域研究発表会（中２）

黒姫高原共同生活
（附属学校群企画）

大韓民国釜山国際高校での
文化交流

台湾台中第一高級中学での
生徒研究発表会

稲作実習：ケルネル田圃での田植え 水田の碑（旧農学部）

正門：文化祭で装飾（11月）

特 集 筑波大学附属諸学校を巡る（第３回）
筑波大学附属駒場中・高等学校
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⚑

学
校
目
標
と
教
育
方
針

◆
自
由
闊
達
の
校
風
の
も
と

⽛
挑
戦
⽜
し
、⽛
創
造
⽜
し
、⽛
貢
献
⽜
す
る
生
き
方
を
め
ざ
す

⽛
挑
戦
⽜
と
は
、
既
成
の
価
値

観
に
と
ら
わ
れ
が
ち
な
自
分
自

身
に
立
ち
向
か
っ
て
、
新
し
い

世
界
を
切
り
開
こ
う
と
す
る
精

神
面
で
の
姿
勢
で
す
。⽛
創
造
⽜

と
は
、
柔
軟
に
の
び
の
び
と
す

べ
て
に
意
欲
的
に
取
り
組
も
う

と
す
る
行
動
面
で
の
姿
勢
で
す
。

⽛
貢
献
⽜
と
は
、
自
ら
に
挑
戦
し
、

創
造
し
た
結
果
と
し
て
実
現
し

た
も
の
を
、
社
会
に
役
立
て
る

こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

◆
教
育
方
針

本
校
の
教
育
活
動
に
お
け
る
方
針
は
、⽛
学
業
⽜⽛
学
校
行
事
⽜

⽛
部
活
動
⽜
の
三
つ
の
教
育
機
能
を
充
実
さ
せ
、
学
校
と
い
う
場
で

生
徒
の
全
面
的
な
人
格
形
成
を
促
し
、
発
展
さ
せ
て
い
く
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
一
枚
の
絵
に
表
し
た
の
が
左
の
図
で
す
。

学
業
で
は
全
人
教
育
の
立
場
か
ら
教
養
主
義
を
貫
き
、
幅
広
い

視
野
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
同
時
に
、
豊
か
な
個
性
を

伸
ば
し
た
⽝
専
門
性
⽞
や
⽝
国
際
性
⽞
の
涵
養
に
も
努
め
て
い
ま

す
。
学
校
行
事
や
部
活
動
で
は
異
学
年
で
の
教
え
あ
い
学
び
あ
い

を
重
視
し
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
達
成
に
向
か
っ
て
の
⽝
起
案
力
⽞、
直
面

す
る
難
題
に
果
敢
に
挑
む
⽝
問
題
解
決
能
力
⽞、
互
い
に
異
な
る
才

能
を
融
合
す
る
⽝
合
意
形
成
能
力
⽞、
仲
間
や
周
り
を
大
切
に
す
る

⽝
社
会
貢
献
⽞
の
精
神
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

◆
伝
統
的
な
教
育
の
継
承
～
ケ
ル
ネ
ル
田
圃
で
の
稲
作
実
習
～

創
立
以
来
ず
っ
と
守
り
続
け
て
い
る
の
は
、
ケ
ル
ネ
ル
田
圃
で

の
稲
作
実
習
に
よ
る
教
育
で
す
。
近
く
に
あ
る
駒
場
野
公
園
（
旧

東
京
教
育
大
学
農
学
部
）
に
は
、
前
身
で
あ
る
駒
場
農
学
校
時
代

に
外
国
人
教
師
ケ
ル
ネ
ル
が
近
代
農
学
研
究
の
指
導
を
行
っ
た
由

緒
あ
る
⽝
ケ
ル
ネ
ル
田
圃
⽞
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
と
し
て
、
中
学
一
年
と
高

校
一
年
の
生
徒
が
稲
作
の
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
年
間
か
け

て
、
品
種
の
選
定
か
ら
作
期
の
設
定
、
苗
床
づ
く
り
、
種
ま
き
、

田
起
し
、
田
植
え
、
草
取
り
、
稲
刈
り
、
脱
穀
と
作
業
が
続
き
ま

す
。
こ
の
間
、
土
と
語
り
、
作
物
を
観
察
し
、
一
粒
の
種
を
何
百

倍
に
も
増
や
し
て
食
べ
る
と
こ
ろ
ま
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
作
物

と
し
て
の
稲
の
観
察
や
作
業
体
験
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
生
産
さ
れ

た
米
が
感
謝
の
気
持
ち
と
な
り
、
糧
と
な
る
こ
と
も
体
験
さ
せ
て

い
ま
す
。
収
穫
し
た
も
ち
米
は
、
三
月
の
卒
業
式
で
は
卒
業
生
に
、

四
月
の
入
学
式
で
は
新
入
生
に
赤
飯
と
し
て
配
ら
れ
、
感
謝
と
歓

迎
の
気
持
ち
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
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筑
波
大
学
附
属
小
学
校
の⽛
今
⽜

筑
波
大
学
附
属
駒
場
中
･高
等
学
校
の⽛
い
ま
⽜











































































































 

 



















































































本
校
は
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
二
年
に
東
京
農
業
教

育
専
門
学
校
の
附
属
と
し
て
東
京
都
世
田
谷
区
の
地
に
開
校

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
四
年
に
東
京
教
育
大
学
の

附
属
、
昭
和
五
十
三
年
に
現
在
の
筑
波
大
学
の
附
属
と
な
り

ま
し
た
。
愛
称
も
⽛
農
教
（
ノ
ウ
キ
ョ
ウ
）⽜⽛
教
駒
（
キ
ョ

ウ
コ
マ
）⽜⽛
筑
駒
（
ツ
ク
コ
マ
）⽜
と
変
化
し
、
現
在
に
至
り

ま
す
。
創
立
以
来
、
稲
作
実
習
の
あ
る
国
立
大
学
附
属
唯
一

の
男
子
校
で
、
中
学
校
は
一
学
年
三
学
級
、
高
等
学
校
は
一

学
年
四
学
級
で
す
。
中
学
生
は
全
員
が
連
絡
進
学
可
能
で
、

高
等
学
校
か
ら
は
新
た
に
約
四
十
名
が
入
学
し
ま
す
。

筑波大学附属諸学校を巡る その 〈3〉 特 集

水田の碑

本校の教育活動を示すポンチ絵

稲
刈
り
後
の
⽛
は
さ
が
け
⽜

ケ
ル
ネ
ル
田
圃
で
の
田
植
え



⚒

学
校
行
事

◆
人
格
形
成
の
場
・
学
校
文
化
継
承
の
場

本
校
で
は
一
年
を
通
し
て
学
校
行
事
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
主
な
も
の
は
以
下
の
通
り
で
す
。

【
五

月
】
校
外
学
習
：
中
一
～
高
二
の
学
年
単
位
で
実
施

【
六

月
】
音
楽
祭
：
ク
ラ
ス
対
抗
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

【
九

月
】
体
育
祭
：
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
形
式
で
二
日
間
実
施

【
十
一
月
】
文
化
祭
：
最
大
の
行
事
で
三
日
間
一
般
公
開

【
一

月
】
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
：
中
学
⚔
㎞
、
高
校
⚘
㎞

【
二

月
】
弁
論
大
会
：
中
学
校
だ
け
の
ク
ラ
ス
対
抗

学
校
に
は
二
つ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
存
在
し
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
一
つ
は
学
業
（
授
業
）
で
、
そ
の
目
標
と
課
程
を
規

定
し
た
⽛
明
示
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
explicitcurriculum
）⽜

で
す
。
も
う
一
つ
は
学
校
行
事
で
、
活
動
や
人
の
繋
が
り
な
ど
か

ら
学
ぶ
⽛
潜
在
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
hidden
curriculum
）⽜
で

す
。学

校
行
事
で
は
生
徒
が
様
々
な
課
題
に
直
面
し
ま
す
。
そ
の
中

に
は
、
既
製
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
シ
ラ
バ
ス
も
通
用
し
な
い
多
く

の
難
問
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
、
先
輩
か
ら
受
け
継
い

だ
ノ
ウ
ハ
ウ
に
自
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
加
味
し
、
試
行
錯
誤
の
末
に

難
局
を
乗
り
き
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
過
程
の
中
で
人
格
形
成

に
不
可
欠
な
多
く
の
能
力
を
学
び
ま
す
。

そ
れ
で
は
、⽛
潜
在
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
⽜
と
し
て
の
学
校
行
事
と

は
何
か
。
そ
の
特
徴
と
役
割
（
教
育
的
効
果
）
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

①
直
面
す
る
課
題
に
立
ち
向
か
う
実
践
の
場

②
生
徒
が
企
画
・
運
営
の
主
役
と
な
る
場

③
個
性
が
発
揮
さ
れ
る
場
・
評
価
さ
れ
る
場

④
リ
ー
ダ
ー
と
フ
ォ
ロ
ア
ー
の
育
成
の
場

⑤
異
学
年
集
団
で
の
教
え
合
い
と
学
び
合
い
の
場

⑥
班
・
学
級
・
学
年
・
学
校
と
い
う
組
織
で
の
活
動
を
通
し
て
、

社
会
の
構
図
を
学
ぶ
場

⑦
人
格
形
成
の
場
か
つ
学
校
文
化
継
承
の
場

◆
校
外
学
習
～
仲
間
づ
く
り
と
主
体
的
な
探
究
学
習
～

各
学
年
の
学
習
方
面
と
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

【
中
一
】
黒
姫
高
原
：
三
泊
四
日
で
登
山
、
野
外
炊
飯
等

【
中
二
】
東
京
地
域
研
究
：
宿
泊
な
し
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

【
中
三
】
東
北
地
域
研
究
：
三
泊
四
日
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

【
高
一
】
菅
平
高
原
：
三
泊
四
日
で
登
山
、
ス
ポ
ー
ツ
等

【
高
二
】
関
西
地
域
研
究
：
四
泊
五
日
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

＊
高
三
は
学
校
に
残
り
。
半
年
後
の
文
化
祭
の
予
行
演
習

中
一
と
高
一
で
は
、
大
自
然
の
中
で
の
共
同
生
活
を
通
し
て
、

今
後
の
仲
間
づ
く
り
に
主
眼
を
置
い
て
い
ま
す
。
三
学
年
で
実
施

す
る
地
域
研
究
は
⽛
総
合
的
な
学
習
の
時
間
⽜
と
位
置
づ
け
ら
れ
、

各
班
は
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
現
地
で
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

事
前
学
習
お
よ
び
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
得
ら
れ

た
成
果
は
、
一
学
期
期
末

考
査
後
の
七
月
に
、
ポ
ス

タ
ー
発
表
や
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
駆
使

し
た
口
頭
発
表
で
報
告
さ

れ
ま
す
。

左
の
表
は
、
中
学
三
年

生
が
東
北
地
域
研
究
と
し

て
岩
手
県
を
訪
れ
、
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
調
べ
た

テ
ー
マ
と
訪
問
先
の
一
部
を
掲
載
し
た
も
の
で
す
。
自
然
環
境
、

経
済
、
地
場
産
業
、
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
新
た

な
町
づ
く
り
な
ど
、
実
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
調
べ
た
内
容
は
、
班
員
と
の
協
働
作
業
で
報
告
書
に
ま
と
め

あ
げ
、
お
世
話
に
な
っ
た
地
元
の
方
々
に
お
送
り
し
、
再
び
助
言

を
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
た
ち
は
互
い
に
発
表
し
合
い
、

刺
激
を
受
け
な
が
ら
得
ら
れ
た
成
果
を
共
有
し
ま
す
。
こ
の
一
連

の
学
習
は
⽝
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
⽞
と
し
て
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。
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高⚑：菅平高原での登山 中⚑：黒姫高原での野外炊飯

高⚒：清水寺を訪問 中⚓：三内丸山遺跡での学習

テ ー マ 訪 問 先
仮設住宅からみる
まちづくり

＠リアスNPOサポートセンター
新里商店（釜石市復興天神15商店街）
積水ハウス 岩手支店
復興庁岩手復興局

北上川の環境 NPO法人北上川サポート協会
北上川流域河川生態系保全協会
環境生活部環境保全課
国土交通省東北地方整備局岩手河川
国道事務所

震災前後の比較を
主とした食品の流通

花巻農業協同組合
株式会社Ａコープ北東北
気仙沼漁業協同組合
気仙沼復興商店街 南町紫市場

大船渡
大津波からの復興

大船渡市役所 農林水産部水産課
綾里漁業協同組合
三陸とれたて市場

ふるさと納税 カネカシーフーズ
花巻農業協同組合
高源精麦
岩手県庁

南部鉄器とその周辺
の地域との関係

及源鋳造株式会社
株式会社 及精鋳造所
盛岡市役所 商工観光部 商工課

平泉関連史跡 柳之御所資料館
平泉町役場世界遺産推進室
毛越寺
岩手大学平泉文化研究センター

中⚓：東北地域研究のテーマと訪問先の一例

中⚒：東京地域研究のポスター発表

テ ー マ 訪 問 先
仮設住宅からみる
まちづくり

＠リアスNPOサポートセンター
新里商店（釜石市復興天神15商店街）
積水ハウス 岩手支店
復興庁岩手復興局

北上川の環境 NPO法人北上川サポート協会
北上川流域河川生態系保全協会
環境生活部環境保全課
国土交通省東北地方整備局岩手河川
国道事務所

震災前後の比較を
主とした食品の流通

花巻農業協同組合
株式会社Ａコープ北東北
気仙沼漁業協同組合
気仙沼復興商店街 南町紫市場

大船渡
大津波からの復興

大船渡市役所 農林水産部水産課
綾里漁業協同組合
三陸とれたて市場

南部鉄器とその周辺
の地域との関係

及源鋳造株式会社
株式会社 及精鋳造所
盛岡市役所 商工観光部 商工課

平泉関連史跡 柳之御所資料館
平泉町役場世界遺産推進室
毛越寺
岩手大学平泉文化研究センター

中⚓：東北地域研究のテーマと訪問先の一例

中⚓：東北地域研究の口頭発表

中⚑：黒姫高原での野外炊飯高⚑：菅平高原での登山

中⚓：三内丸山遺跡での学習高⚒：清水寺を訪問



◆
音
楽
祭
～
合
唱
を
通
し
て
心
を
ひ
と
つ
に
～

昭
和
二
十
八
年
の
文
化
祭
期
間
中
に
、
旧
陸
軍
の
兵
舎
を
改
造

し
た
通
称
〝
馬
小
屋
〟
で
、⽛
音
楽
会
⽜
と
し
て
産
声
を
挙
げ
ま
し

た
。
第
五
回
（
昭
和
三
十
二
年
）
か
ら
合
唱
形
式
と
な
り
、
現
在

は
昭
和
女
子
大
学
人
見
記
念
講
堂
で
音
楽
の
専
門
家
を
審
査
員
に

お
迎
え
し
、
中
高
と
も
ク
ラ
ス
対
抗
の
本
格
的
な
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
年
多
く
の
保
護
者
が
来
場
し
、
中
一

か
ら
高
三
の
合
唱
を
堪
能
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
生
徒
の
成
長
過

程
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
学
生
は
課
題
曲
と
自
由
曲
、
高
校
生
は
自
由
曲
二
曲
で
、
中

一
～
中
二
は
混
声
合
唱
編
成
、
中
三
～
高
三
は
男
声
合
唱
編
成
。

毎
年
、
中
一
の
ボ
ー
イ
ソ
プ
ラ
ノ
や
高
三
の
圧
倒
的
な
歌
唱
力
に

大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度
音
楽
祭
で
の
優
勝
ク
ラ
ス
と
楽

曲
を
紹
介
し
ま
す
。

【
中
学
の
部
】
最
優
秀
賞
：
三
年
Ｂ
組

⽝
時
の
旅
人
⽞（
詞
：
深
田
じ
ゅ
ん
こ
／
曲
：
橋
本
祥
路
）

⽝
き
み
歌
え
よ
⽞（
詞
：
谷
川
俊
太
郎
／
曲
：
信
長
貴
富
）

【
高
校
の
部
】
最
優
秀
賞
：
三
年
四
組

⽝
方
船
⽞（
詞
：
大
岡
信
／
曲
：
木
下
牧
子
）

⽝
神
話
の
巨
人
⽞（
詞
：
小
林
純
一
／
曲
：
中
田
喜
直
）

新
学
年
を
迎
え
て
桜
が
咲
く
頃
、
各
ク
ラ
ス
は
す
ぐ
に
音
楽
祭

の
合
唱
準
備
に
取
り
か
か
り
ま
す
。
選
曲
を
し
、
指
揮
者
・
伴
奏

者
・
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
を
選
出
し
、
早
朝
・
昼
休
み
・
放
課
後
・

休
日
の
練
習
計
画
を
立
て
て
、
合
唱
練
習
へ
。
初
め
て
の
中
学
一

年
生
は
、
Ｏ
Ｂ
や
先
輩
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
挑
戦
し
ま
す
。

高
校
三
年
生
は
下
級
生
の
見
本
と
な
る
男
声
合
唱
を
自
ら
に
課
し
、

猛
練
習
に
励
み
ま
す
。

こ
れ
を
支
え
る
の
が
中
一
～
高
二
で
構
成
さ
れ
る
音
楽
祭
実
行

委
員
会
。
音
楽
室
で
の
練
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
特
別
参
加
団
体
の

選
出
、
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
、
人
見
記
念
講
堂
の
下
見
と
リ

ハ
ー
サ
ル
等
を
済
ま
せ
、
本
番
を
迎
え
ま
す
。
当
日
は
、
司
会
、

受
付
・
接
待
、
録
音
・
照
明
・
音
響
、
召
集
と
誘
導
等
の
任
務
を

こ
な
し
ま
す
。
主
役
は
、
も
ち
ろ
ん
舞
台
で
歌
う
生
徒
た
ち
。
そ

し
て
、企
画
か
ら
運
営
ま
で
を
担
当
す
る
音
楽
祭
実
行
委
員
は⽛
縁

の
下
の
力
持
ち
⽜
で
あ
る
と
同
時
に
、
真
の
⽛
リ
ー
ダ
ー
⽜
で
も

あ
り
ま
す
。

◆
体
育
祭
～
企
画
・
運
営
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
～

昭
和
二
十
二
年
の
創
立
当
初
、
母
体
で
あ
る
東
京
農
業
教
育
専

門
学
校
に
合
流
す
る
形
で
第
一
回
運
動
会
が
発
足
し
、
中
学
校
が

三
学
年
と
な
っ
た
三
年
後
に
単
独
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
三

十
九
年
の
東
京
五
輪
で
は
、本
校
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
練
習
会
場（
現

体
育
館
）
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
生

徒
た
ち
の
考
え
方
が
一
変
し
ま
し
た
。
昭
和
四
十
二
年
か
ら
生
徒

の
希
望
で
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
形
式
と
な
り
、
現
在

に
至
り
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
形
式

と
は
何
か
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

体
育
館
、
武
道
場
、
特

設
の
土
俵
、
校
舎
周
り

の
道
路
の
す
べ
て
が
競

技
会
場
と
な
っ
て
多
く

の
種
目
が
同
時
に
展
開

さ
れ
、
生
徒
た
ち
は
多

く
の
競
技
に
参
加
し
ま

す
。
審
判
、
召
集
、
得
点
掲
示
等
も
実
行
委
員
会
を
中
心
に
生
徒

が
担
当
し
、⽛
参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
⽜
ば
か
り
で
な
く
、

⽛
企
画
・
運
営
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
⽜
の
精
神
で
体
育
祭
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
高
と
も
に
学
年
の
垣
根
を
取
り
除
い
て
色
別
の
グ
ル
ー
プ
を

形
成
し
（
例
え
ば
、
紫
組
：
中
一
～
三
の
Ａ
組
で
編
成
、
青
組
＝

高
一
～
三
の
⚑
組
で
編
成
）、
二
日
間
に
わ
た
っ
て
色
別
の
対
抗

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度
体
育
祭
で
の
競
技
種
目
を
紹
介

し
ま
す
。

【
団
体
種
目
】
中
一
～
高
三
ま
で
全
員
参
加

ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
（
ま
た
は
大
縄
跳
び
）、
綱
引
き
、
棒
引
き

【
団
体
球
技
種
目
】
全
員
が
ど
れ
か
一
つ
の
球
技
を
選
択

サ
ッ
カ
ー
（
中
一
～
二
は
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
）、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

【
個
人
種
目
】
生
徒
が
自
分
の
適
性
に
あ
っ
た
競
技
を
選
択

•
陸
上
競
技
（
色
対
抗
リ
レ
ー
、
千
五
百
米
リ
レ
ー
、
ク
ラ
ス

対
抗
中
距
離
リ
レ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
リ
レ
ー
、
駅
伝
）

•
球
技
（
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

•
格
技
（
剣
道
、
相
撲
）

以
上
の
競
技
は
勝
敗
や
順
位
に
よ
っ
て
得
点
が
加
算
さ
れ
、
閉

会
式
で
は
総
合
優
勝
や
ク
ラ
ス
優
勝
が
発
表
さ
れ
、
校
歌
斉
唱
で

二
日
間
の
幕
が
降
ろ
さ
れ
ま
す
。

5

音楽祭での合唱：人見記念講堂

音楽祭に向けての練習風景：教室

団体球技種目：バスケットボール
個人競技：駅伝

個人競技：満員御礼の⽛相撲⽜

団体種目：学年別色別対抗の⽛綱引き⽜



◆
文
化
祭
～
学
校
生
活
を
謳
歌
す
る
本
校
最
大
の
行
事
～

⽛
文
化
祭
⽜
と
銘
打
っ
た
学
校
行
事
が
産
声
を
上
げ
た
の
は
、
全

六
学
年
が
揃
っ
た
昭
和
二
十
七
年
で
し
た
。
当
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

か
ら
は
、
有
志
に
よ
る
演
劇
や
英
語
劇
、
合
唱
や
舞
踏
、
外
部
講

師
に
よ
る
講
演
、
他
校
女
生
徒
の
助
け
を
借
り
た
音
楽
演
奏
等
で

構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
六
十
年
を
経
過
し
て
様
相

は
一
変
し
、
三
日
間
で
一
万
五
千
人
以
上
の
来
客
数
を
誇
る
本
校

最
大
の
学
校
行
事
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。
中
一
～
高
二
は
学
級
単

位
で
、
高
三
は
特
別
班
で
企
画
を
練
り
成
果
を
披
露
し
ま
す
。
学

芸
ク
ラ
ブ
も
一
年
間
の
研
究
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

【
学
級
】
中
一
～
二
は
展
示
、
中
三
～
高
二
は
演
劇

【
高
三
】
学
級
の
枠
を
外
し
て
五
つ
の
特
別
班
を
編
成

ス
テ
ー
ジ
班
、
演
劇
・
コ
ン
ト
班
、
食
品
班
、
縁
日
班
、
喫
茶

班
（
全
員
が
ど
こ
か
の
班
に
所
属
し
て
一
年
間
活
動
）

【
部
・
同
好
会
】
演
劇
部
、
音
楽
部
、
駒
場
棋
院
、
将
棋
部
、
科
学

部
、
生
物
部
、
文
藝
部
、
農
芸
部
、
語
学
部
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
研
究
会
、
野
山
を
愛
す
会
、
鉄
道
研
究
部
、
筑
駒

ジ
ャ
グ
ラ
ー
ズ
、
折
紙
同
好
会
、
美
術
写
真
同
好
会
、
数
学
科

学
同
好
会
、
パ
ズ
ル
同
好
会

【
委
員
会
等
】
高
校
生
徒
自
治
会
、
中
夜
祭
実
行
委
員
会

【
教
科
展
示
】
地
理
科
展
示
、
美
術
科
展
示
、
書
道
科
展
示

本
校
文
化
祭
の
特
色
は
、
高
校
三
年
生
の
存
在
と
文
化
祭
実
行

委
員
会
（
中
一
～
高
二
）
の
企
画
・
運
営
力
で
す
。

高
三
の
活
動
は
、
高
二
の
文
化
祭
終
了
後
の
班
分
け
か
ら
ス
タ

ー
ト
。
先
輩
や
卒
業
生
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
企
画
を
練
り
、
五

月
に
は
模
擬
文
化
祭
を
実
施
。
企
画
の
再
検
討
を
行
い
、
二
学
期

か
ら
（
九
月
）
は
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
。
そ
し
て
、
当
日
を
迎
え
ま

す
。
経
験
し
た
高
三
生
は
互
い
に
掛
け
替
え
の
な
い
存
在
と
な
り
、

同
時
に
下
級
生
の
憧
れ
の
的
と
な
り
ま
す
。

文
化
祭
全
体
を
支
え
る
実
行
委
員
会
で
は
、
す
べ
て
の
企
画
を

円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
総
務
、
広
報
、
財
務
、
印
刷
、
器
材
、

電
力
、
電
波
、
審
査
、

装
飾
、受
付
・
警
備
・

清
掃
の
各
部
門
が
綿

密
な
計
画
の
下
に
業

務
を
こ
な
し
ま
す
。

閉
会
式
で
は
、
圧

倒
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
示
し
た
高
三

生
と
そ
れ
を
支
え
た

下
級
生
が
互
い
に
感

謝
を
表
し
ま
す
。
毎

年
繰
り
返
さ
れ
る
感

動
的
な
シ
ー
ン
で
、

文
化
祭
は
幕
を
閉
じ

ま
す
。

⚓

部
活
動
～
心
技
体
を
通
し
て
の
仲
間
づ
く
り
～

多
く
の
運
動
部
と
学
芸
部
が
存
在
し
、
生
徒
た
ち
は
自
分
の
興

味
関
心
と
特
性
に
合
わ
せ
て
選
択
し
ま
す
。
二
つ
以
上
の
部
を
掛

け
持
つ
生
徒
も
多
く
い
ま
す
。

入
学
当
時
の
体
力
と
技
術
は
決
し
て
高
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
、
上
達
を
め
ざ
す
意
気
込
み
と
論
理
的
な
理
解

力
、
仲
間
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
が
合
体
し
、
運
動
部
で
は
成
果

を
挙
げ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
中
学
硬
式
テ
ニ
ス
部
が
関
東
大

会
出
場
を
飾
り
活
躍
し
て
い
ま
す
。

学
芸
部
で
は
、
個
性
豊
か
な
生
徒
た
ち
が
才
能
を
開
花
さ
せ
、

駒
場
棋
院
、
将
棋
部
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研
究
部
、
演

劇
部
は
関
東
大
会
や
全
国
大
会
出
場
を
獲
得
し
ま
し
た
。

多
く
の
部
で
中
高
合
同
の
夏
季
合
宿
が
実
施
さ
れ
、
寝
食
を
と

も
に
し
た
厳
し
い
練
習
や
稽
古
の
も
と
、
心
技
体
の
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
育
成
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
運
動
部
】
サ
ッ
カ
ー
部
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
、
軟
式
テ
ニ
ス
部
、
硬
式
テ
ニ
ス
部
、
野
球
部
（
中
学
：

軟
式
、
高
校
：
硬
式
）、
卓
球
部
、
剣
道
部
、
水
泳
部
、
陸
上
部
、

中
学
野
山
を
愛
す
る
会
、
高
校
山
岳
部

【
学
芸
部
】
音
楽
部
、
農
芸
部
、
生
物
部
、
駒
場
棋
院
、
将
棋
部
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研
究
部
、
中
学
科
学
部
、
高
校
化

学
部
、
演
劇
部
、
中
学
鉄
道
研
究
部
、
数
学
科
学
研
究
部

6

正門装飾：装飾委員会制作

名物⽛ミス駒場⽜：高⚓ステージ班

クラス演劇の舞台：高校⚑～⚒年

中学野山を愛する会の夏季山行

中高サッカー部の夏合宿

鉄道ジオラマ：鉄道研究部調理の様子：高⚓食品班

食品販売：高⚓食品班が調理と販売

中学⚑年生のクラス展示

鉄道ジオラマ：鉄道研究部

クラス演劇の舞台：高校⚑～⚒年

高⚓ステージ班によるパフォーマンス

中高サッカー部の夏合宿

中学野山を愛する会の夏季山行



⚔

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
と
発
信

◆
先
導
的
教
育
の
推
進
～
筑
波
大
学
と
の
連
携
を
活
か
し
て
～

本
校
は
十
四
年
間
に
渡
っ
て
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
研
究
開
発
校
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
現
在

は
⽛
豊
か
な
探
究
心
あ
ふ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス

ト
を
育
成
す
る
中
高
大
院
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究
開
発
⽜
を
テ

ー
マ
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
を
め
ざ
し
た
探
求
的
な
教
材
開

発
と
実
践
を
試
み
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
開
発
事
業
で
は
、
附
属

学
校
と
し
て
筑
波
大
学
の
リ
ソ
ー
ス
を
十
分
に
活
用
し
、
大
学
教

員
に
よ
る
出
前
授
業
、
中
高
生
の
筑
波
大
学
訪
問
、
筑
波
大
学
Ｇ

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
に
よ
る
個
別
指
導
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

毎
年
二
月
に
は
中
学
三
年
生
全
員
が
筑
波
大
学
を
訪
れ
、⽛
大

学
で
何
を
学
ぶ
の
か
？
⽜
を
テ
ー
マ
に
全
体
講
演
、
研
究
室
見
学

や
授
業
参
加
を
体
験
し
て
い
ま
す
。
七
月
に
は
高
校
二
年
生
全
員

が
希
望
す
る
研
究
室
を
訪
ね
、
学
問
の
最
先
端
に
触
れ
な
が
ら
第

一
線
の
研
究
者
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
右
下
の
表
は

本
年
七
月
に
実
施
さ
れ
た
講
座
タ
イ
ト
ル
と
担
当
し
て
い
た
だ
い

た
研
究
室
の
一
覧
で
す
。
生
徒
た
ち
は
⽛
学
問
と
は
何
か
⽜⽛
研
究

と
は
何
か
⽜
を
目
の
当
た
り
に
し
、
そ
の
楽
し
さ
と
厳
し
さ
を
感

じ
取
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
体
験
が
将
来
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

二
～
三
十
年
後
に
日
本
や
世
界
を
牽
引
す
る
多
く
の
研
究
者
や
リ

ー
ダ
ー
が
輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆
国
際
教
育
の
推
進
～
国
際
舞
台
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
～

平
成
二
十
一
年
か
ら
毎
年
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
研
究
開
発
事
業
の
一
つ
と

し
て
台
湾
台
中
第
一
高
級
中
学
（
日
本
の
高
校
に
相
当
）
に
生
徒

を
派
遣
し
、
授
業
参
加
や
生
徒
研
究
発
表
会
を
通
し
て
国
際
交
流

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
七
回
目
と
な
る
今
年
は
校
長
以
下
教
員

三
名
と
生
徒
十
六
名
を
派
遣
し
、
国
際
協
定
（
姉
妹
校
）
を
締
結

し
ま
し
た
。
両
校
と
も
国
際
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
多
く
の
生
徒

を
派
遣
し
、
将
来
の
ア
ジ
ア
を
担
う
多
数
の
科
学
者
や
技
術
者
を

輩
出
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
五

年
か
ら
毎
年
、

大
韓
民
国
釜
山

国
際
高
校
と
の

相
互
交
流
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

一
月
に
は
本
校

で
三
月
に
は
釜

山
国
際
高
校
で

授
業
や
史
跡
見

学
な
ど
を
通
し

て
、
文
化
交
流

を
盛
ん
に
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
以
外
に

も
、
他
の
Ｓ
Ｓ

Ｈ
校
の
国
際
交

流
企
画
に
招
待
さ
れ
、
年
間
四
十
名
程
度
の
生
徒
が
海
外
で
の
交

流
を
体
験
し
て
い
ま
す
。
過
去
六
年
間
の
交
流
状
況
は
次
の
通
り

で
す
。

【
生
徒
と
教
員
の
派
遣
先
】
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

中
国
、
台
湾
、
大
韓
民
国
、
タ
イ
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

【
海
外
か
ら
本
校
へ
の
訪
問
団
】
米
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
国
、

台
湾
、
大
韓
民
国
、
タ
イ
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
、
モ

ン
ゴ
ル
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
、
ア
フ
リ
カ
諸
国

こ
の
十
年
、
日
本
は
各
種
国
際
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
積
極
的

に
代
表
団
を
派
遣
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
恩
恵
を
受
け
、

本
校
生
徒
た
ち
も
海
外
で
の
貴
重
な
国
際
交
流
を
体
験
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
多
く
の
生
徒
た
ち
が
将
来
、
国
際
的
な
科
学
の
発

展
に
貢
献
し
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
国
際
数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
】
金
12
、
銀
19
、
銅
⚖

【
国
際
情
報
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
】
金
⚕
、
銀
⚖
、
銅
⚕

【
国
際
物
理
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
】
銀
⚒

【
国
際
化
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
】
銀
⚔
、
銅
⚒

【
国
際
生
物
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
】
金
⚓
、
銀
⚔
、
銅
⚓

【
国
際
地
理
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
】
金
⚒
、
銀
⚒
、
銅
⚑

【
国
際
地
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
】
金
⚑
、
銀
⚑
、
銅
⚑
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中⚓：筑波大学訪問での全体講演

高⚒：筑波大学研究室訪問

台中一中と国際協定締結

台中一中での生徒研究発表会

釜山国際高校での国際文化交流

本校での授業に参加

筑波大学研究室訪問での開講講座：一部掲載

体験講座タイトル 研究科・専攻

1 グローバル化の体
感～多様な留学
生と一緒に英語
で模擬国連を～

人文社会科学研究科
国際公共政策専攻

2 ⽛日本古典文学⽜
を考える

人文社会科学研究科
文芸・言語専攻

3 ゲーム理論・経
済理論の実験

人文社会科学研究科
経済学専攻

4 HIVとアフリカ
の経済発展

人文社会科学研究科
国際地域研究専攻

5 イモリの再生－
再生できる・で
きないの原因を
探る－

生命環境科学研究科
生物科学専攻

6 生物の不思議
⽝なんでだろう？⽞
を化学する

生命環境科学研究科
生命産業科学専攻

7 微生物燃料電池
－微生物が電気
を作る－

生命環境科学研究科
環境バイオマス共生
学専攻

8 ʠ見えるʡを可
能にする蛍光タ
ンパク質！

生命環境科学研究科
生物機能科学専攻

9 人類と地球を救
う微生物

生命環境科学研究科
生物機能科学専攻

10 墨流しから表面
自由エネルギー
について考える

生命環境科学研究科
国際地縁技術開発科
学専攻

体験講座タイトル 研究科・専攻

11 火星表面の地形
は語る

生命環境科学研究科
地球環境科学専攻

12 ニュートンから
ケプラーへ

数理物質系・数学域

13 望遠鏡を作ろう 数理物質科学研究科
物理学専攻

14 NMRで分子の
構造を調べてみ
よう！

数理物質科学研究科
化学専攻

15 身近な物・現象
を科学の目で見
ると

数理物質科学研究科
物性・分子工学専攻

16 微積分学裏口散
歩

システム情報工学研
究科社会工学専攻

17 ビッグデータの
情報科学

システム情報工学研
究科コンピュータサ
イエンス専攻

18 情報推薦技術と
情報システム設
計

システム情報工学研
究科コンピュータサ
イエンス専攻

19 知識共有の世界
への招待

図書館情報メディア
研究科図書館情報メ
ディア専攻

20 iPS細胞の実用
化に向けて

人間総合科学研究科生
命システム医学専攻

21 肝臓の疾患モデ
ル

人間総合科学研究科
疾患制御医学専攻

体験講座タイトル 研究科・専攻
1 グローバル化の
体感～多様な
留学生と一緒
に英語で模擬
国連を～

人文社会科学研究科
国際公共政策専攻

2 ⽛日本古典文
学⽜を考える

人文社会科学研究科
文芸・言語専攻

3 ゲーム理論・
経済理論の実
験

人文社会科学研究科
経済学専攻

4 HIVとアフリ
カの経済発展

人文社会科学研究科
国際地域研究専攻

5 イモリの再生
－再生できる･
できないの原
因を探る－

生命環境科学研究科
生物科学専攻

6 生物の不思議
⽝なんでだろ
う？⽞を化 学
する

生命環境科学研究科
環境バイオマス共
生学専攻

7 微生物燃料電
池－微生物が
電気を作る－

生命環境科学研究科
生物機能科学専攻

8 ʠ見えるʡを可
能にする蛍光
タンパク質！

生命環境科学研究科
生物機能科学専攻

9 人類と地球を
救う微生物

生命環境科学研究科
生物機能科学専攻

10 墨流しから表
面自由エネル
ギーについて
考える

生命環境科学研究科
国際地縁技術開発
科学専攻

11 火星表面の地
形は語る

生命環境科学研究科
地球環境科学専攻

12 ニュートンか
らケプラーへ

数理物質系・数学
域

13 望遠鏡を作ろ
う

数理物質科学研究
科物理学専攻

14 NMRで分子
の構造を調べ
てみよう！

数理物質科学研究科
化学専攻

15 身近な物・現
象を科学の目
で見ると

数理物質科学研究科
物性・分子工学専攻

16 微積分学裏口
散歩

システム情報工学
研究科
社会工学専攻

17 ビッグデータ
の情報科学

システム情報工学
研究科
コンピュータサイ
エンス専攻

18 情報推薦技術
と情報システ
ム設計

システム情報工学
研究科
コンピュータサイ
エンス専攻

19 知識共有の世
界への招待

図書館情報メディ
ア研究科
図書館情報メディ
ア専攻

20 iPS細胞の実
用化に向けて

人間総合科学研究科
生命システム医学
専攻

21 肝臓の疾患モ
デル

人間総合科学研究科
疾患制御医学専攻

体験講座タイトル 研究科・専攻
グローバル化の体感～多様な
留学生と一緒に英語で模擬国
連を～

人文社会科学研究科
国際公共政策専攻

ゲーム理論・経済理論の実験 人文社会科学研究科
経済学専攻

生物の不思議
⽝なんでだろう？⽞を化学する

生命環境科学研究科
生命産業科学専攻

微生物燃料電池～微生物が電
気を作る～

生命環境科学研究科
環境バイオマス共生学専攻

ʠ見えるʡを可能にする蛍光
タンパク質！

生命環境科学研究科
生物機能科学専攻

ニュートンからケプラーへ 数理物質系・数学域
NMRで分子の構造を調べて
みよう！

数理物質科学研究科
化学専攻

ビッグデータの情報科学 システム情報工学研究科
コンピュータサイエンス専攻

知識共有の世界への招待 図書館情報メディア研究科
図書館情報メディア専攻

iPS細胞の実用化に向けて 人間総合科学研究科
生命システム医学専攻

台中一中と国際協定締結

台中一中での生徒研究発表会

釜山国際高校との国際文化交流：本校にて



◆
教
師
教
育
と
社
会
貢
献
～
国
や
地
域
の
拠
点
校
と
し
て
～

本
校
の
伝
統
的
な
全
人
教
育
や
Ｓ
Ｓ
Ｈ
研
究
開
発
事
業
を
初
め

と
す
る
先
進
的
な
教
育
の
成
果
を
社
会
に
発
信
す
る
こ
と
は
、
国

立
大
学
法
人
の
附
属
と
し
て
の
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。

毎
年
十
一
月
に
は
教
育
研
究
会
を
開
催
し
、
公
開
授
業
と
教
科

毎
の
協
議
会
に
加
え
て
、
現
代
の
教
育
課
題
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
従
来
か
ら
の
教
育
実
習
等

に
よ
る
教
員
養
成
以
外
に
、
現
職
教
員
の
資
質
向
上
に
も
寄
与
し

て
い
ま
す
。
平
成
二
十
一
年
か
ら
始
ま
っ
た
教
員
免
許
状
更
新
講

習
で
は
、
本
校
を
会
場
と
し
て
講
習
を
企
画
・
運
営
す
る
と
と
も

に
、
多
く
の
教
員
が
講
師
を
務
め
て
い
ま
す
。
受
講
者
総
数
は
五

千
人
近
く
に
達
し
ま
し
た
。

教
員
ば
か
り
で
な
く
生
徒
た
ち
も
地
域
の
教
育
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
夏
休
み
に
は
近
隣
の
目
黒
区
駒
場
小
学
校
の
児

童
を
対
象
に
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
、
十
一
月
に
は
茨
城
県
大
子
町

立
小
学
校
で
高
校
化
学
部
に
よ
る
出
前
実
験
授
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

平
成
十
九
年
度
、
筑
波
大
学
の
社
会
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
⽛
筑
駒
ア
カ
デ
メ
イ
ア
⽜
が
発
足
し
ま
し
た
。
本
校
関
係
者
（
教

員
・
生
徒
・
卒
業
生
な
ど
）
の
人
材
を
活
用
し
、
地
域
住
民
に
対

し
て
公
開
講
演
会
（
年
二
～
三
回
）
と
公
開
講
座
（
三
月
下
旬
）

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
企
画
は
、
世
田
谷
区
の
共
催
事
業
、

目
黒
区
の
後
援
事
業
の
認
定
を
受
け
、
児
童
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

多
く
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

～
附
属
学
校
群
の
取
組
み
～

筑
波
大
学
に
は
六
つ
の
普
通
附
属

と
五
つ
の
特
別
支
援
学
校
が
存
在
し
、

各
学
校
間
で
教
員
と
児
童
生
徒
に
よ

る
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
現
在
、
こ
の
十
一
校
を
学
校
群

（
ス
ク
ー
ル
ク
ラ
ス
タ
ー
）
と
位
置

づ
け
、
様
々
な
障
害
の
あ
る
児
童
生

徒
が
共
に
教
育
を
受
け
ら
れ
る
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
め
ざ
し
、
一
体
と
な
っ
て
日
々
前
進
し
て
い
ま
す
。
本
校
も
特

別
支
援
学
校
と
の
様
々
な
交
流
を
重
視
し
、
多
く
の
取
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

高
校
二
年
で
は
、
総
合
学
習
と
し
て
⽝
と
も
に
い
き
る
⽞
と
い

う
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
附
属
特
別
支
援
学
校
の

先
生
方
の
指
導
と
、
児
童
生
徒
間
の
工
夫
を
こ
ら
し
た
交
流
を
通

し
て
障
害
科
学
を
学
ん

で
い
ま
す
。

ま
た
、
部
活
動
に
よ

る
交
流
も
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
毎
年
冬

に
は
、
附
属
視
覚
特
別

支
援
学
校
に
筑
波
大
学

蹴
球
部
、
附
属
中
学
校

サ
ッ
カ
ー
部
、
附
属
駒

場
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部

が
集
合
し
、
ブ
ラ
イ
ン

ド
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て

互
い
の
理
解
を
深
め
る

交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
附
属
聴
覚
特
別
支
援
学
校
と
は
、
互

い
の
日
程
が
合
え
ば
卓
球
部
練
習
試
合
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
、
七
校
の
児
童
生
徒
と
十
一
校
の
教
職
員
に
よ
る
新
企

画
⽝
黒
姫
高
原
共
同
生
活
⽞
が
発
足
し
ま
し
た
。
様
々
な
障
害
の

あ
る
児
童
生
徒
を
含
む
筑
波
大
学
附
属
学
校
群
の
児
童
生
徒
が
、

二
泊
三
日
の
共
同
生
活
の
準
備
と
実
践
を
通
し
て
多
彩
な
交
流
活

動
を
展
開
し
、
合
理
的
配
慮
の
大
切
さ
を
学
び
な
が
ら
個
性
の
尊

重
と
伸
張
を
め
ざ
す
画
期
的
な
実
践
を
行
い
ま
し
た
。
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教育研究会シンポジウム

教員免許状更新講習：筑駒の教育

⽝ともにいきる⽞での交流

黒姫高原共同生活での自然散策

筑駒アカデメイア公開講座一覧
講 座 名 講 師 名

1 点と線で生物を描く～大人のチリメンモンスター～
理科(生物)教諭

2 ワインから見える世界史 その⚒ 地理歴史科(世界史)教諭

3
Brush Up Your English
英語でコミュニケーション・入
門編

英語科教諭

4 はじめよう！ ジャグリング 中高ジャグリング同好会
顧問・生徒

5 人と人をつなぐブラインドサッカー サッカー部顧問・生徒

6 将棋を楽しむ プロ棋士
将棋部顧問・生徒

7 筑駒LBC（⽛⚓・⚑・⚒弁当箱法⽜実習）
体育科教諭
養護教諭

8 環境地図をつくろう 中学副校長

9 いろいろな多面体をつくろう 数学科教諭

10 高校生といっしょに実験してみよう 高校化学部顧問・生徒

11 化石のレプリカを作ろう 理科(地学)教諭

化
学
部
の
出
前
授
業
：

茨
城
県
大
子
町

筑
駒
ア
カ
デ
メ
イ
ア
公
開
講
座

【
一
日
目
】
集
合
、
館
内
オ
リ
、
バ
ス
内
交
流
、
野
外
炊
飯

【
二
日
目
】
自
然
散
策
、
お
土
産
作
り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

【
三
日
目
】
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
博
物
館
見
学
、
バ
ス
内
交
流
、
解
散

◆
謝

辞

六
頁
に
わ
た
る
掲
載
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で

の
教
育
活
動
を
見
つ
め
直
す
と
と
も
に
、
筑
波
大
学
の
附
属
学
校

と
し
て
の
存
在
意
義
と
社
会
的
役
割
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

高⚒：ゼミナール⽝ともにいきる⽞での交流

黒姫高原共同生活：附属学校群で実施
【⚑日目】出発→バス内交流→館内オリエンテーシ
ョン→野外炊飯（夕食）

【⚒日目】ラジオ体操→アイスクリームづくり→黒
姫高原自然散策→お土産作り→キャンプファイ
ヤー＆花火

【⚓日目】ラジオ体操→野尻湖ナウマンゾウ博物館
見学→バス内交流→解散
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平成27年度 茗渓会賞 (大学院修了者)受賞者・活動テーマ
研 究 科 専 攻 受賞者氏名 推薦専攻長 テ ー マ

教育研究科 スクールリーダーシップ開発 齋藤 眞弓 飯田 浩之 小学校における道徳教育を主題とした校内研修の指導
助言活動

教科教育 綿谷 聡 伊藤 純郎 水文科学と環境教育をつなぐ地域研究への貢献

人文社会科学 国際公共政策専攻 坂本 裕基 竹中 佳彦 地方創生のためのフットパス研究・推進活動

ビジネス科学 企業法学専攻 樋口 尚文 大野 雅人 日本公認会計士協会における活動

数理物質科学 数学専攻 石井 大海 坪井 明人 国際的研究集会を企画・立案し、研究成果の発信に貢
献

物理学専攻 髙橋 和希 矢花 一浩 宇宙線ミュー粒子を用いた福島第一原子炉の内部透視
による観測

物性・分子工学専攻 国府田将太 日野 健一 スーパーサイエンスハイスクール高校生に対する振動
分光法の指導による科学啓蒙活動

シ ス テ ム
情 報 科 学

社会工学専攻 川岸 卓司 谷口 守 サービス工学学位プログラムにおける社会貢献活動の
推進

リスク工学専攻 土方 孝将 鈴木 勉 自然災害による被災地の復旧・復興のための支援活動

コンピュータサイエンス専攻 高杉秀有平 加藤 和彦 社会問題に対して情報技術の利用を促進するアウトリ
ーチ活動

知能機能システム専攻 宍戸 英彦 葛岡 秀明 映像メディア技術の導入によるスポーツ科学の推進活
動

構造エネルギー工学専攻 川畑 遼介 西岡 牧人 水辺からのまちおこしへの貢献と⽛川の日⽜ワークシ
ョップにおける市民向け研究発信

生命環境科学 生物資源科学専攻 飯島 綾 山岡 裕一 実験教室⽛微生物がパンを作る！筑波大学で微生物
実験&見学会⽜の立案・運営・実施

人間総合科学 スポーツ健康システム・
マネジメント専攻

木野 彩子 菊 幸一 ダンスワークショップを通じた震災復興支援活動及び
ダンスアーカイブ活動への貢献

教育学専攻 小林 優子 清水 美憲 ⽛つくば駅前キャンパス⽜の運営による地域社会への
貢献

心理専攻 川嶋 賢治 原田 悦子 東北地方に住む児童を対象としたボランティア活動

心理学専攻 新原 将義 原田 悦子 状況論に基づく音楽アウトリーチの実践

生涯発達専攻 松岡 広樹 藤生 英行 地域精神障害者の働きがいを高める就労自立支援活動

岸本 直美 藤生 英行 地域保育行政および地域力推進事業全般に対する貢献

生涯発達科学専攻 松井 優子 廣田 栄子 一般企業における知的障害者の雇用推進に関する活動

ヒューマン・ケア科学専攻 関口 雄一 庄司 一子 児童生徒のいじめ問題についての教員と子ども達への
支援活動

体育科学専攻 兵頭 和樹 征矢 英昭 利根町における運動教室の実践による介護予防事業へ
の貢献

芸術専攻 箕輪佳奈恵 守屋 正彦 国際理解教育の推進活動

図書館情報
メ デ ィ ア

な し

平成27年度 茗渓会賞 (芸術部門)受賞者・作品名
所 属 領 域 受賞者氏名 推薦専攻長 作 品 名（作品の概要)

芸術専門学群 特別カリキュラム版画 黒田 舞 田島 直樹 Emió Natsuki Ⅰ/Natsuki Ⅱ
(エッチング⚓点)

情報デザイン領域 亀﨑 玲奈 内山 俊朗 振り子時計
(情報表示装置)

人 間 総 合
科学研究科

クラフト 福山菜穂子 齋藤 敏寿 風景のメモ
(陶、ガラス素材の作品36点)



平
成
28
年
⚒
月
⚖
日
(土
)正
午
か
ら
茗
渓
会
館
に
お
い
て
、⽛
茗

渓
会
に
関
す
る
有
識
者
懇
談
の
会
⽜
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
会

の
趣
旨
は
、
茗
渓
会
及
び
茗
渓
三
法
人
に
関
係
が
深
い
有
識
者
を

招
き
、
新
法
人
移
行
後
⚓
年
経
過
し
た
茗
渓
会
の
現
状
に
つ
い
て

報
告
し
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
ご
意
見
を
頂
く
た
め
に
開
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。
出
席
さ
れ
た
有
識
者
は
、
次
の
⚕
名
の
方
で
、
茗
渓

会
か
ら
は
理
事
長
ほ
か
理
事
10
名
、
監
事
⚑
名
が
出
席
し
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

•
春

成

幸

男
(昭
23
年
東
京
高
等
師
範
学
校
理
科
第
三
部
、

昭
26
年
東
京
文
理
科
大
学
動
物
学
専
攻
）

•
五
十
嵐

耕

一
(昭
32
年
東
京
教
育
大
学
文
学
部
法
律
政

治
学
専
攻
）

•
小

野

清

子
(昭
33
年
東
京
教
育
大
学
体
育
学
部
体
育

学
科
）

•
長

瀬

要

石
(昭
35
年
東
京
教
育
大
学
農
学
部
農
村
経

済
学
科
）

•
渡

辺

好

明
(昭
43
年
東
京
教
育
大
学
文
学
部
経
済
学

専
攻
）

最
初
に
、
理
事
長
か
ら
新
法
人
発
足
後
の
⚓
年
の
歩
み
と
茗
渓

会
館
の
利
活
用
の
経
緯
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。


新
法
人
発
足
に
伴
い
、
茗
渓
三
法
人
の
独
立
、
同
窓
会
へ
の
傾

斜
、
代
議
員
制
度
の
採
用
な
ど
新
た
な
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
が
、
公
益
目
的
事
業
で
の
資
産
の
費
消
は
、
あ
と
⚒
年
で
解

消
す
る
予
定
で
あ
る
。


理
事
会
と
委
員
会
体
制
は
、
円
滑
に
機
能
し
て
い
る
。
事
務
局

体
制
に
つ
い
て
は
、
大
塚
事
務
所
と
筑
波
事
務
所
が
緊
密
な
連

携
を
と
り
つ
つ
円
滑
に
推
進
で
き
る
よ
う
刷
新
し
た
。
ま
た
、

茗
渓
会
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
同
窓
会
と
し
て
の
互
助
事
業
の

拡
充
、
大
学
へ
の
支
援
、
公
益
目
的
事
業
の
充
実
の
三
本
の
柱

を
立
て
る
と
と
も
に
財
政
安
定
の
た
め
に
、
茗
渓
会
拡
充
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
推
進
し
て
い
る
。


茗
渓
会
館
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
会
館
問
題
特
別
委
員
会
を

設
け
て
検
討
し
、
(株
)シ
ー
ズ
ン
と
定
期
建
物
賃
貸
借
契
約
を

締
結
し
た
。
選
定
に
際
し
て
は
、
本
会
館
を
従
来
通
り
、
会
員

や
関
係
者
が
利
用
し
や
す
く
、
旧
会
館
の
調
度
品
や
備
品
等
も

利
活
用
し
て
先
人
の
レ
ガ
シ
ー
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

重
視
し
た
。

続
い
て
、
西
川
副
理
事
長
か
ら
茗
渓
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
、

ま
た
、
常
務
理
事
か
ら
茗
渓
会
の
経
営
施
策
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。


大
学
へ
の
支
援
活
動
と
し
て
は
、
学
生
支
援
と
し
て
、
学
生
の

社
会
貢
献
活
動
へ
の
支
援
と
茗
渓
会
賞
の
顕
彰
が
あ
る
が
、
大

学
に
対
す
る
支
援
と
し
て
は
、
周
年
事
業
へ
の
寄
附
や
卒
業
祝

賀
会
へ
の
支
援
が
あ
る
。


大
学
の
卒
業
生
は
多
方
面
で
活
躍
し
て
お
り
、
教
育
界
中
心
に

支
え
て
き
た
茗
渓
会
は
多
業
種
の
会
員
か
ら
な
る
新
し
い
同
窓

会
活
動
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
東
京
都
な
ど
で
は
様
々

な
活
動
が
開
始
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
が
必
要
で
あ
る
。


校
友
会
は
、
大
学
に
関
わ
る
全
て
の
人
が
集
い
交
流
し
大
学
を

支
え
る
バ
ー
チ
ャ
ル
な
組
織
と
し
て
生
ま
れ
、
茗
渓
会
は
、
そ

の
趣
旨
に
賛
同
し
参
加
を
表
明
し
た
。
今
後
も
大
学
と
は
140
年

余
の
互
恵
的
関
係
が
絶
つ
こ
と
の
な
い
よ
う
真
摯
に
語
り
合
い

良
好
な
関
係
を
築
い
て
行
き
た
い
。


平
成
⚗
年
、
第
一
生
命
か
ら
建
設
資
金
を
借
り
受
け
、
新
し
く

茗
渓
会
館
を
建
て
替
え
た
が
、
本
会
館
は
、
茗
渓
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
と
電
気
設
備
等
を
共
有
し
一
体
の
建
築
物
と
し
て
成
り
立
っ

て
い
る
。


茗
渓
会
の
財
政
収
入
は
、
会
費
収
入
、
土
地
の
賃
貸
収
入
、
会

館
運
営
の
委
託
収
入
の
⚓
つ
で
あ
る
。
す
で
に
会
費
収
入
は
、

筑
波
大
学
卒
業
生
に
よ
る
も
の
が
大
半
で
、
土
地
の
賃
貸
収
入

は
、第
一
生
命
か
ら
の
も
の
、会
館
運
営
の
委
託
収
入
は
、(株
)

シ
ー
ズ
ン
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
今
後
は
、
経
済
状
況
の
変
化

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
こ
れ
ら
の
財
産
を
後
輩
に
継
承

し
て
い
く
。

以
上
の
報
告
の
後
、
出
席
者
全
員
が
写
真
館
に
移
動
し
て
集
合

記
念
写
真
の
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
泉
・
筑
波
の
間
で
食
事
を
兼
ね
て
懇
談
会
が
始
ま

り
次
の
よ
う
な
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。


教
育
重
視
で
あ
っ
た
茗
渓
会
は
、
時
代

も
変
わ
り
大
学
中
心
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
宿
命
に
あ
り
、
校
友
会
は
茗

渓
会
と
同
じ
趣
旨
で
進
め
ら
れ
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
あ
る
。


会
費
収
入
の
減
少
に
は
、
会
員
を
増
や

す
必
要
が
あ
る
が
、
会
費
が
基
本
と
の

考
え
方
を
堅
持
し
、
会
費
で
独
立
採
算

で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
、
代
議
員
制

度
を
も
っ
と
活
用
し
て
会
費
納
入
率
を

上
げ
た
ら
ど
う
か
。
ま
た
、
会
費
の
完

納
期
間
の
延
長
、
終
身
会
費
制
等
に
つ

い
て
も
検
討
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
は
ど
う
か
。


茗
渓
会
は
財
政
的
に
健
全
で
あ
る
こ
と

を
会
員
や
第
三
者
に
そ
の
収
支
状
況
を

分
か
り
易
く
公
表
し
た
方
が
い
い
。
答

申
に
は
、
そ
れ
ら
の
数
字
を
掲
げ
る
べ

き
で
あ
る
。


校
友
会
と
茗
渓
会
は
良
好
な
関
係
を
保

ち
、
海
外
拠
点
を
設
け
る
な
ど
大
学
と

連
携
・
協
力
し
て
母
国
で
活
躍
し
て
い

る
留
学
生
や
外
国
駐
在
の
卒
業
生
が
交
流
で
き
る
場
を
設
け
れ

ば
大
変
意
義
が
あ
る
。


大
学
卒
業
後
⚓
年
間
は
会
費
納
入
が
猶
予
さ
れ
て
い
る
が
、
⚓

年
後
の
現
住
所
の
把
握
と
会
費
の
確
保
は
難
し
い
の
で
、
そ
れ

ら
の
方
法
は
再
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。


校
友
会
は
、
大
学
が
主
体
的
に
決
め
る
べ
き
も
の
で
、
大
学
と

茗
渓
会
は
、
お
互
い
に
尊
重
す
る
立
場
に
あ
る
。
そ
の
こ
と
を

認
識
し
、
お
互
い
に
領
分
を
侵
さ
ず
適
切
な
立
場
で
協
調
す
る

必
要
が
あ
る
。

以
上
を
受
け
て
、
理
事
長
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
会
を
年
⚑
回
程

度
開
催
し
た
い
、
ま
た
、
会
の
名
称
に
つ
い
て
は
次
回
ま
で
に
ふ

さ
わ
し
い
名
称
を
考
え
た
い
と
の
発
言
が
あ
り
、
閉
会
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
茗
渓
会
館
の
内
装
や
美
術
品
、

調
度
品
な
ど
の
見
学
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

 





















































⽛
茗
渓
会
に
関
す
る

有
識
者
懇
談
の
会
⽜開催
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平成28年度 一般社団法人茗渓会 公益・共益・広報等 年間行事計画 (案)

⚑．公益事業
⑴ 公開講座
① 東京地区
（その⚑）⽛英語シリーズ⽜第13回 講師：藤原保明先生

日時：⚖月25日(土)予定 会場：茗渓会館⚔Ｆ
（その⚒）テーマは調整中 講師：守屋正彦先生 他

日時：調整中 会場：茗渓会館⚕Ｆ
② つくば地区 共催 筑波大学、筑波学都資金財団
（その⚑）⽛花のある暮らしとエピソード⽜ 講師：西川綾子先生

日時：⚗月18日(月)海の日 会場：筑波研修センター
（その⚒）⽛英語シリーズ⽜第14回 講師：藤原保明先生

日時：⚙月24日(土)予定 会場：筑波研修センター
＊公開講座の報告（概要）等は、季刊誌⽛茗渓⽜に掲載の予定

⑵ 顕 彰（第15回）
① 対 象 国内外で、継続して社会貢献（人材育成を含む）活動等を行ない、その実績、成果を上げている団体、

個人を対象とする。筑波大学学生・大学院生を含む。
② 対象者の選定

社会貢献活動に関しては、⚙月末日までに推薦候補者を、各地域組織、本部理事等を通じて公募し、
平成28年10月に開催を予定する選考委員会で選考した結果について理事長の承認を得る。11月に行う
顕彰式で該当者に⽛茗渓会賞⽜を贈る。一方、筑波大学生、大学院生については、学内におかれた選
考委員会で選考した対象者について理事長から承認を得る。

③ 顕彰録 平成29年⚓月に顕彰録を作成して顕彰者及び関係者等に贈呈する（筑波大学卒業式に間に合わせる）。

⚒．共益事業
① 筑波大学生の活動等への支援強化。
② 世代間や各地域組織等をつなぐ活動の充実強化。
③ 会員相互の交流の推進。グランドフェスティバル共催。

賀詞交換等の時期にあわせた交流広告の季刊誌⽛茗渓⽜への掲載。
⑴ ⽛追悼のつどい⽜の開催

脱・宗派として開催し、遺族、関係者を招き、逝去された会員等の遺徳を偲ぶ。
日程：平成28年⚙月⚓日(土)予定

⑵ 学生の就職活動を支援するための講座の開催 実務は、筑波大学学生就職課と協力
① 11月～⚑月の期間に⚒回程度、筑波大学との共催（大学中心）
② ⚓月中の⚓日間で⽛教職受験対策研修会⽜の企画、実施。

ただし、個人負担分の受講料のうち、一部を茗渓会が助成。
（検討）大学と茗渓会との連携による教職以外の分野の研修会開催の課題

⚓．広報事業
⑴ 季刊誌⽛茗渓⽜の発行 年⚔回

会員の期待に応える情報提供に努めるとともに、特集記事、会員関連記事を内容として、一般市民による茗渓会
への一層の親近感も醸成し筑波大学等からのʠ知ʡの還元を図る。

⑵ 茗渓会HP掲載内容等の充実



総
合
大
学
と
な
っ
た
筑
波
大
学
創
設
か
ら
四
十
有
余
年
、
そ
の

卒
業
生
の
就
業
先
も
、
教
職
員
や
教
育
関
係
、
研
究
職
に
と
ど
ま

ら
ず
、
広
く
企
業
・
官
公
庁
に
広
が
り
、
あ
る
い
は
自
ら
起
業
し

た
り
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
お
仕
事
を
な
さ
る
方
々
も
数
多
く
輩
出
し

て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
茗
渓
会
が
東
京
師
範
学
校
、
東
京
高
等
師
範
学
校
、
東
京

文
理
科
大
学
、
東
京
教
育
大
学
、
そ
し
て
筑
波
大
学
と
組
織
を
改

編
し
生
ま
れ
変
わ
り
な
が
ら
も
一
貫
し
て
つ
な
が
る
同
窓
会
組
織

で
あ
る
こ
と
は
、
ゆ
る
ぎ
な
い
事
実
で
す
。
そ
の
同
窓
会
組
織
を

構
成
す
る
大
半
が
教
職
員
で
あ
っ
た
時
代
が
、
長
く
続
い
て
き
た

こ
と
も
事
実
で
す
。

一
方
で
平
成
26
年
度
就
職
者
の
内
訳
を
見
て
み
る
と
、
教
員
が

12
％
な
の
に
対
し
て
企
業
が
76
％
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
実
態
が

見
え
て
き
ま
す
（
筑
波
大
学
学
生
部
就
職
課
デ
ー
タ
）。

そ
こ
で
平
成
26
年
、
東
京
都
茗
渓
会
（
平
成
25
年
に
そ
れ
ま
で

28
組
織
に
分
か
れ
て
活
動
が
停
滞
し
が
ち
で
あ
っ
た
東
京
都
内
の

茗
渓
支
部
を
統
合
す
る
形
で
発
足
し
た
会
）
に
お
い
て
発
議
さ
れ

た
の
が
、
今
回
ご
紹
介
す
る
⽛
茗
渓
・
筑
波
大
学
産
業
人
会
⽜
で
す
。

⽛
会
⽜
と
い
う
名
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
構
成
員
名
簿

や
組
織
図
や
会
則
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
間
企
業
や

官
公
庁
、
も
ち
ろ
ん
教
員
や
研
究
職
の
方
も
含
め
て
、
業
界
・
世

代
の
枠
を
超
え
て
よ
り
幅
広
く
交
流
し
、
相
互
に
学
習
し
合
う
機

会
を
作
ろ
う
と
し
て
発
足
し
た
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
同
窓
情
報
交

換
会
で
す
。
よ
っ
て
、
同
校
の
卒
業
生
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
、

茗
渓
会
会
員
で
あ
る
か
否
か
に
関
わ
り
な
く
参
加
資
格
が
あ
る
と

し
て
い
ま
す
。

産
業
人
会
は
、
毎
月
第
⚓
水
曜
日
19
時
よ
り
、
新
装
な
っ
た
茗

渓
会
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
回
、
同
窓
生
の
中
か
ら
お
一
人
に

話
題
提
供
を
お
願
い
し
、
約
⚑
時
間
お
話
を
伺
い
ま
す
。
そ
の
後

で
少
し
の
ア
ル
コ
ー
ル
と
軽
食
を
楽
し
み
な
が
ら
、
名
刺
交
換
や

歓
談
を
⚑
時
間
半
行
い
ま
す
。
参
加
費
は
お
一
人
⚒
千
円
、
こ
れ

は
ア
ル
コ
ー
ル
と
軽
食
の
実
費
で
す
。

平
成
27
年
⚖
月
17
日
の
第
⚑
回
か
ら
、
東
京
都
茗
渓
会
総
会
が

行
わ
れ
た
11
月
を
除
き
毎
月
開
催
し
て
き
て
お
り
、
去
る
⚓
月
16

日
で
⚙
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

毎
回
20
～
30
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内

訳
は
、
年
齢
・
業
種
と
も
実
に
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。
東
京
教

育
大
を
昭
和
41
年
に
卒
業
さ
れ
た
先
輩
か
ら
、
今
年
就
職
し
た
新

社
会
人
ま
で
、
業
種
は
そ
れ
こ
そ
メ
ー
カ
ー
、
商
社
、
金
融
、
Ｉ

Ｔ
関
連
、
マ
ス
コ
ミ
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
教
職
員
、
政
府
外

郭
団
体
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
…
な
ど
、
列
挙
に
漏
れ
が
な
い
か
心
配

に
な
る
ほ
ど
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
及
ん
で
い
ま
す
。

今
ま
で
の
話
題
提
供
者
と
内
容
を
か
い
つ
ま
ん
で
ご
紹
介
し
ま

す
。

第
⚑
回
／
平
成
27
年
⚖
月
17
日

話
題
提
供
者
／
塩
津

真
（
82
年
人
間
学
類
卒

87
年
経
営
・
政

策
科
学
研
究
課
修
了

㈱
キ
ャ
リ
ア
ア
ン
カ
ー
代
表
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
）

テ
ー
マ
／
⽝
企
業
の
人
事
・
組
織
戦
略
の
潮
流
⽞

初
回
は
事
務
局
が
口
火
を
切
る
形
で
話
題
提
供
を
い
た
し
ま

し
た
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
自
身
が
活
動
し
て
き
た
こ
の

20
年
間
の
⽛
人
事
⽜
に
つ
い
て
の
流
れ
を
た
ど
る
と
と
も
に
、

⽛
若
年
就
業
者
の
不
足
＆
減
少
の
見
通
し
へ
の
対
応
⽜⽛
グ
ロ
ー

バ
ル
化
へ
の
対
応
⽜⽛
労
働
法
規
の
改
正
・
労
務
管
理
問
題
の
変

化
⽜
と
い
っ
た
⽛
就
業
⽜
を
取
り
巻
く
こ
れ
か
ら
の
ト
レ
ン
ド

に
つ
い
て
の
話
を
展
開
い
た
し
ま
し
た
。

第
⚒
回
／
平
成
27
年
⚗
月
15
日

話
題
提
供
者
／
橋
本
直
彦
様
（
81
年
人
間
学
類
卒

㈱
博
報
堂
ブ

ラ
ン
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
局

局
長
代
理
）

テ
ー
マ
／
⽝
広
告
業
界
の
現
状
⽞

近
年
の
広
告
業
界
の
潮
流
を
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
の
変
遷
や
表

現
手
法
の
進
化
や
ト
レ
ン
ド
、
主
要
な
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
の
変

化
な
ど
を
題
材
に
、
ご
自
分
が
手
が
け
ら
れ
た
作
品
を
か
ら
め

な
が
ら
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
テ
レ
ビ
に
代
表

さ
れ
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
時
代
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
メ
デ
ィ
ア

中
心
へ
と
変
化
し
て
き
て
い
る
現
代
に
お
い
て
の
広
告
ビ
ジ
ネ

ス
の
あ
り
方
等
、
お
お
い
に
示
唆
に
富
ん
だ
情
報
を
ご
提
供
い

た
だ
き
ま
し
た
。
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毎
月
第
⚓
水
曜
日
は

茗
渓
会
館
で
会
い
ま
し
ょ
う

～
発
足
間
も
な
く
⚑
年
茗
渓
･筑
波
大
学
産
業
人
会
～

▲同窓の話題提供者さんたちが、多岐に渡る業界固有の
お話を惜しげもなく披露してくださいます

▲⚑時間の話題提供タイムは、いつも中身が
濃いものに



第
⚓
回
／
平
成
27
年
⚘
月
19
日

話
題
提
供
者
／
髙
橋
誠
様
（
66
年
東
京
教
育
大
学
心
理
学
科
卒

筑
波
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了

(株
)創
造
開
発
研
究
所
代

表
）

テ
ー
マ
／
⽝
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
良
し
悪
し
が
勝
負
を
決
め
る
！
⽞

髙
橋
さ
ん
の
近
著
⽛
最
新
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
強
化
書
⽜
を
も
と

に
、⽛
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｇ
Ｇ
⽜⽛
ゆ
う
パ
ッ
ク
⽜
な
ど
、
創
造
開
発
研

究
所
で
手
が
け
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
開
発
の
実
例
や
裏
話
を
披
露
い

た
だ
き
ま
し
た
。
加
え
て
参
加
者
全
員
で
、⽛
カ
ー
ド
・
ブ
レ
イ

ン
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
法
⽜
を
用
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
体
験
。

お
題
は
⽛
茗
渓
・
筑
波
大
学
産
業
人
会
と
い
う
名
称
に
替
わ
る
、

も
っ
と
覚
え
や
す
く
て
親
し
み
や
す
い
名
称
の
提
案
⽜
で
し
た
。

第
⚔
回
／
平
成
27
年
⚙
月
16
日

話
題
提
供
者
／
松
村
直
樹
様
（
86
年
社
会
工
学
類
卒

88
年
環
境

科
学
研
究
科
修
了

㈱
リ
ア
セ
ッ
ク
代
表
取
締
役
）

テ
ー
マ
／
⽝
大
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
感
覚
～
今
大
学
で
は
ど
ん
な
こ

と
が
起
き
て
い
る
か
～
⽞

18
歳
人
口
は
20
年
前
と
比
べ
て
半
減
し
て
い
る
の
に
、
大
学

入
学
者
数
自
体
は
微
増
し
て
い
る
…
こ
の
こ
と
が
今
ど
き
の

ʠ
大
学
生
と
い
う
人
た
ち
ʡ
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
だ
と
い
う

切
り
口
か
ら
、
松
村
さ
ん
の
お
話
は
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

大
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
の
変
化
や
企
業
が
望
む
人
材
像
、
そ

れ
に
向
け
て
新
た
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
大
学
教
育
の
現
場

な
ど
、
デ
ー
タ
と
実
例
を
元
に
話
題
が
広
が
り
ま
し
た
。

第
⚕
回
／
平
成
27
年
10
月
21
日

話
題
提
供
者
／
秋
谷
俊
之
様

（
83
年
人
間
学
類
卒

㈱
学

研
塾
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
取

締
役

経
営
企
画
本
部
長
）

テ
ー
マ
／
⽝
教
育
改
革
の
今
ま

で
と
こ
れ
か
ら
～
民
間
教
育

産
業
の
果
た
す
べ
き
役
割

～
⽞秋

谷
さ
ん
の
話
題
は
、
文

科
省
や
厚
労
省
の
公
的
資
料

に
と
ど
ま
ら
ず
、
戦
後
教
育
改
革
の
歴
史
や
塾
業
界
の
Ｉ
Ｒ
情

報
か
ら
読
み
解
く
潮
流
な
ど
、
幅
広
く
示
唆
に
富
ん
だ
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
学
習
到
達
度
調
査
で
は
、
国
際
社

会
の
中
で
復
活
の
兆
し
が
見
え
る
日
本
の
教
育
で
す
が
、
一
方

で
子
ど
も
た
ち
の
自
己
肯
定
感
や
社
会
参
画
意
識
の
低
さ
、
ひ

い
て
は
人
と
し
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
低
さ
が
気
に
な
る
と
い
う

報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

第
⚖
回
／
平
成
27
年
12
月
17
日

話
題
提
供
者
／
渡
部
清
二
様
（
90
年
基
礎
工
学
類
卒

四
季
リ
サ

ー
チ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
）

テ
ー
マ
／
⽝
四
季
報
を
通
じ
て
見
え
る
将
来
展
望
と
、
今
ま
で
聞

い
た
こ
と
が
な
い
⽛
お
金
と
投
資
⽜
の
話
⽞

渡
部
さ
ん
は
、⽛
会
社
四
季
報
⽜
を
18
年
間
72
冊
読
破
し
、
そ

こ
か
ら
見
え
て
く
る
ʠ
気
づ
き
ʡ
を
も
と
に
投
資
家
の
育
成
や

支
援
を
目
的
と
す
る
コ
ン
サ
ル
を
し
て
い
ま
す
。ʠ
投
資
と
は

何
か
ʡ
と
い
っ
た
命
題
に
、
渡
部
さ
ん
は
ひ
と
つ
の
結
論
を
提

示
し
て
い
ま
す
。⽛
子
ど
も
に
投
資
す
る
⽜
と
い
う
言
い
回
し
に

込
め
ら
れ
た
投
資
マ
イ
ン
ド
が
、
そ
れ
を
解
く
鍵
。
子
ど
も
の

健
康
や
成
長
を
願
う
の
と
同
じ
よ
う
に
、
長
期
視
点
の
無
償
の

愛
が
投
資
だ
と
。

第
⚗
回
／
平
成
28
年
⚑
月
20
日

話
題
提
供
者
／
星
野
雄
一
様
（
97
年
社
会
工
学
類
卒

株
式
会
社

ｉ
Ｔ
ｉ
Ｄ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

テ
ー
マ
／
⽝
製
造
業
の
現
状
と
開
発
力
強
化
の
方
向
性
⽞

星
野
さ
ん
は
、
製
造
業
の
設
計
・
開
発
分
野
に
特
化
し
た
業

務
・
組
織
改
革
を
生
業
と
す
る
会
社
に
お
い
て
、
メ
ー
カ
ー
の

新
規
事
業
推
進
や
人
材
育
成
と
い
っ
た
領
域
で
ご
活
躍
で
す
。

も
の
づ
く
り
立
国
・
日
本
と
い
う
呼
び
名
に
秘
め
ら
れ
た
実
態

は
何
な
の
か
、
製
造
業
が
置
か
れ
て
い
る
環
境
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
、
後
継
者
は
育
っ
て
い
る
の
か
な
ど
、
示
唆
に
富
む

話
題
を
た
く
さ
ん
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

第
⚘
回
／
平
成
28
年
⚒
月
18
日

話
題
提
供
者
／
登
里
民
子
様
（
90
年
日
本
語
日
本
文
化
学
類
卒

国
際
交
流
基
金
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
日
本
語
教
育
専
門
員
）

テ
ー
マ
／
⽝
東
南
ア
ジ
ア
の
日
本
語
教
育
と
日
本
語
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
の
活
躍
～
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
中
心
に
～
⽞

登
里
さ
ん
は
独
立
行
政
法
人
・
国
際
交
流
基
金
で
、
東
南
ア

ジ
ア
の
日
本
語
教
育
現
場
へ⽛
日
本
語
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ（
Ｎ
Ｐ
）⽜

を
派
遣
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
展
開
さ

れ
て
い
る
日
本
語
教
育
の
現
状
を
、
写
真
や
動
画
を
使
い
な
が

ら
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本
語
を
学
び
た
い
と
思
っ

て
い
る
学
生
は
多
い
け
れ
ど
、
教
材
や
教
授
法
情
報
が
不
足
し

て
い
た
り
、
施
設
や
設
備
が
不
十
分
だ
っ
た
り
と
い
う
問
題
が

あ
る
と
い
っ
た
指
摘
も
な
さ
れ
ま
し
た
。

第
⚙
回
／
平
成
28
年
⚓
月
16
日

話
題
提
供
者
／
野
村

宏
様
（
87
年
経
営
・
政
策
科
学
研
究
科
修

了

㈱
関
電
工
取
締
役
常
務
執
行
役
員
）

テ
ー
マ
／
⽝⽛
電
力
全
面
自
由
化
⽜
を
考
え
る
⽞

長
年
電
力
営
業
の
第
一
線
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
野
村
さ
ん
に
、

⽛
電
力
全
面
自
由
化
⽜
直
前
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
お
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
新
電
力
と
呼
ば
れ
る
会
社
が
200
社
強
名
乗

り
を
あ
げ
て
い
る
昨
今
、
マ
ス
コ
ミ
や
Ｄ
Ｍ
な
ど
で
い
ろ
い
ろ

な
セ
ー
ル
ス
を
受
け
る
私
た
ち
一
般
ユ
ー
ザ
は
、
何
を
見
極
め

て
選
べ
ば
い
い
の
か
、
ま
た
今
後
ガ
ス
も
同
様
に
全
面
自
由
化

に
な
る
こ
と
や
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
拡
大
と
課
題
な
ど
、

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
産
業
人
会
を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
間
も
な
く
⚑
年
に
な
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
懇
親
会
の
席
で
よ
く
聞
か
れ
る
の
が
、⽛
こ
ん
な

異
業
種
交
流
の
場
を
待
っ
て
い
た
⽜⽛
社
会
に
散
ら
ば
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
が
ん
ば
っ
て
い
る
同
窓
と
会
っ
て
話
が
で
き
る
の
は
有
意
義

だ
⽜
と
い
う
感
想
で
す
。

毎
月
第
⚓
水
曜
日
に
茗
渓
会
館
に
行
け
ば
誰
か
に
会
え
る
、
そ

ん
な
ハ
ー
ド
ル
の
低
い
運
営
を
今
後
も
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ぜ
ひ

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

情
報
は
茗
渓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
東
京
都
茗
渓
会
役
員
産
業
人
会
事
務
局
真
当
哲
博
・
塩
津
真
）

http://w
w
w
.m
eikei.or.jp/

13

▲懇親会・名刺交換会も熱いテンションのまま､
短く感じられます
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平成28・29年度 一般社団法人茗渓会 代 議 員 一 覧
推薦地域組織 姓 名 卒年卒科・群
筑 波 大 松村 明 昭55筑医専
筑 波 大 山本 哲哉 平⚑筑医専
附 属 校 小山 浩 昭54筑体
図情橘会 森 茜 昭40図短特養
図情橘会 関川 雅彦 昭54図短特養
図情橘会 寺沢 白雄 昭59図大図情
図情橘会 大場 高志 昭51図短特養
図情橘会 茂出木理子 昭60図大図情
北 海 道 山本 伸弘 昭52教大健
北 海 道 大沼 寛 昭47教大武
青 森 滝口 孝之 昭55筑体
岩 手 平藤 淳 昭54筑体
宮 城 松坂 孝 昭55筑体
秋 田 越後谷真悦 昭55筑体
山 形 津田 浩 昭58筑一自
福 島 鈴木 弘文 昭46教大米
茨 城 郡司 丈児 昭53筑一人文
茨 城 広瀬 茂 昭57筑三社工
茨 城 鈴木 一弘 昭58筑修教
茨 城 高瀬 宏樹 昭55筑一自
茨 城 仙波 操 昭50教大農経
茨 城 武井 秀一 昭51教大化
茨 城 中島 博司 昭57筑一人文
栃 木 宇田 貞夫 昭52教大応数
栃 木 齋藤 宏夫 昭58筑修教
群 馬 市川 敏美 昭57筑二比文
群 馬 福島 実 昭56筑二農林
埼 玉 荒井 修二 昭25理三
埼 玉 相澤 鎭夫 昭27理三
埼 玉 奥谷 多作 昭34教大工芸
埼 玉 前島 富雄 昭47教大木工
千 葉 小宮山伴与志 平⚑筑博体
千 葉 青木 寛 昭48教大武
千 葉 嘉村 茂邦 昭50教大物
千 葉 内藤 秀子 昭53筑体
千 葉 猿渡 末治 昭55筑一自
文部科学省 三橋 浩志 昭63筑一自

一般社団法人 茗渓会(第五回）

平成28年度 定時総会開催のご案内
日 時：平成28年⚕月26日(木) 午後⚑時30分から

場 所：茗渓会館二階⽛茗渓⽜の間

議 題：平成27年度事業報告、決算報告、平成28年度事業計画(案)予算(案)及び役員選出｡
また、総会終了後、懇談会を予定しております。

推薦地域組織 姓 名 卒年卒科・群
足 立 田原 章孝 昭51教大応数
荒 川 井上 芳明 平⚑筑体
板 橋 竹村 恭一 昭56筑一自
大 田 飯島 睦子 昭56筑修教
葛 飾 渡邉 悟 昭62筑博農
北 村松 広英 昭57筑一社会

江 東 三保 和彦 昭59筑一自
品 川 真当 哲博 昭57筑二人間
新 宿 浅井 一郎 昭55筑一人文
杉 並 奈良 隆 昭53筑体
墨 田 上村 肇 昭55筑一社会
世 田 谷 徳田 安伸 昭55筑二農
台 東 柳 久美子 昭50教大体
千 代 田 戸谷 賢司 昭48教大体
中 央 中村 穎司 昭35教大国
豊 島 久保 淳 昭56筑体
中 野 浦部 利明 昭56筑一人文
中 野 池田 浩二 昭57筑芸
練 馬 柴田 誠 昭55筑一自
文 京 塩津 真 昭62筑修経
港 笹 のぶえ 昭56筑二比文
港 松村 直樹 昭61筑三社工

目 黒 金田 喜明 昭56筑一人文
北多摩北 守屋 一幸 昭52教大文
北多摩南 初見 豊 昭52教大農
西 多 摩 小林三代次 昭51教大英
八 王 子 小島 和雄 昭36教大農
神 奈 川 嵐 實 昭29教大農化
神 奈 川 小山 和夫 昭33教大教
神 奈 川 京野 勝 昭40教大農化
神 奈 川 佐々木悦子 昭46教大体
神 奈 川 本木 幹雄 昭50教大体
神 奈 川 大畑多津雄 昭52教大数
山 梨 菊島 良治 昭54筑一人文
長 野 平野 吉直 昭54筑体
長 野 竹村 和也 昭57筑三基
長 野 小口 俊幸 昭54筑二比

推薦地域組織 姓 名 卒年卒科・群
新 潟 永井 成一 昭41教大法政
新 潟 内野 信昭 昭56筑体
富 山 坪池 宏 昭56筑二人間
石 川 久下 恭功 昭49教大体
福 井 南部 則雄 昭53筑体
静 岡 丹治 正 昭56筑三基
静 岡 齊藤 浩幸 昭58筑二農林
静 岡 熊野 善介 昭55筑修教
愛 知 村松 利之 昭53筑体
愛 知 川村 昌宏 昭56筑一自
愛 知 竹下 裕隆 昭56筑一社会
岐 阜 大橋 則雄 昭57筑二人間
滋 賀 町田 登 昭47教大健
三 重 辻 昭司 昭55筑体
京 都 川合 英之 昭56筑体
大 阪 松本 秀範 昭53教修農林
大 阪 岡村多加志 昭55第一自
兵 庫 永井 邦治 昭54筑体
奈 良 谷垣 康 昭53第一人文
和 歌 山 土肥 二郎 昭57筑一自
鳥 取 小倉 健一 昭53筑体
島 根 松本 弘光 昭46教大体
岡 山 長尾 隆史 昭55筑体
広 島 大辻 明 昭47教大体
山 口 鍋井 邦久 昭38教大体
徳 島 安永 潔 昭55第二農林
香 川 高井 信一 昭55筑体
愛 媛 畑野 智司 昭55筑二生
高 知 下坂 速人 昭53筑体
福 岡 永沼 真紀 昭57筑体
佐 賀 野中 通兼 昭53筑体
長 崎 山口 千樹 昭60教二生
熊 本 川上 修治 平⚑筑修教
大 分 渚 洋行 昭53筑体
宮 崎 児玉 洋一 平⚒筑三社工
鹿 児 島 原口 和哉 昭56第一自



⽝
木
三
会
⽞
と
は

平
成
28
年
⚒
月
14
日
(日
)茗
溪
会
館
に
お
い
て
⽛
東
京
都
教
育

研
究
懇
談
会
⽝
木
三
会
⽞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
東
京
都

の
高
校
、
中
学
、
小
学
校
の
管
理
職
、
文
部
科
学
省
、
教
育
委
員

会
に
携
わ
る
方
、
ま
た
は
そ
の
Ｏ
Ｂ
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
様
々

な
教
育
課
題
に
対
す
る
研
修
会
と
会
員
相
互
の
親
交
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
会
員
数
は
約
七
百
名
に
及
ん
で
い
ま

す
（
今
回
の
参
加
者
は
54
名
）。

今
年
度
の
研
修
会

⽛
サ
バ
イ
バ
ル
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
⽜

講
師

西
川

純
先
生

今
年
度
の
研
修
会
は
、
講
師
に
上
越
教
育
大
学
大
学
院
教
授
、

西
川
純
先
生
を
迎
え
⽛
サ
バ
イ
バ
ル
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
⽜

と
い
う
テ
ー
マ
で
約
⚑
時
間
半
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
西
川
先

生
は
筑
波
大
学
第
二
学
群
、
大
学
院
を
終
了
さ
れ
て
い
る
我
々
の

同
窓
で
す
。

講
演
の
内
容

講
演
の
内
容
を
要
約
す
る
と
⽛
昨
今
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

（
以
降
Ａ
Ｌ
）
と
い
う
言
葉
を
様
々
な
所
で
耳
に
す
る
。
文
部
科
学

省
は
教
育
改
革
を
進
め
る
中
、
こ
れ
ま
で
の
知
識
重
視
の
教
育
か

ら
思
考
力
判
断
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
教
育
へ
の
転
換
を
求
め
て

い
る
。
そ
の
具
体
的
な
切
り
札
と
し
て
Ａ
Ｌ
を
推
奨
し
て
い
る
。

（
Ａ
Ｌ
：
教
員
に
よ
る
一
方
向
的
な
講
義
形
式
の
教
育
と
は
異
な

り
、
学
修
者
の
能
動
的
な
学
修
へ
の
参
加
を
取
り
入
れ
た
教
授
・

学
習
法
の
総
称
。）
そ
れ
は
単
に
問
題
解
決
型
学
習
、
体
験
学
習
を

実
行
す
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
答
え
の
な
い
問
題

に
対
し
答
え
を
想
像
し
て
い
く
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
で
あ

る
。
そ
の
背
景
に
は
、
世
界
で
日
本
が
生
き
残
る
た
め
に
は
、
好

奇
心
や
想
像
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
Ａ
Ｌ
は

グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
の
中
で
生
き
残
り
を
か
け
た
学
習
法
で
あ

る
。⽜先
生
の
様
々
な
体
験
や
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ（
国
際
学
力
評
価
テ
ス
ト
）

の
上
位
国
が
必
ず
し
も
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
国
と
は
一
致
し
て
い
な

い
こ
と
、
な
ど
情
熱
あ
ふ
れ
る
語
り
口
で
一
人
ひ
と
り
に
問
い
か

け
る
よ
う
に
お
話
を
さ
れ
、
90
分
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し

た
。
参
加
者
も
圧
倒
さ
れ
た
と
同
時
に
教
育
改
革
・
Ａ
Ｌ
の
背
景

や
奥
深
さ
を
あ
ら
た
め
て
知
る
こ
と
も
で
き
、
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

懇
談
会

そ
の
後
、
別
室
に
て
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
の

あ
い
さ
つ
で
、
現
場
で
の
課
題
や
苦
労
話
あ
る
い
は
Ｏ
Ｂ
か
ら
の

叱
咤
激
励
も
あ
り
、
全
員
が
談
笑
し
あ
い
、
同
窓
が
集
ま
り
安
堵

す
る
場
と
な
っ
た
と
同
時
に
元
気
を
も
ら
っ
た
ひ
と
時
に
も
な
り

ま
し
た
。

（
木
三
会
事
務
局
都
立
文
京
高
校
校
長
久
保

淳
)
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会費完納会員の皆さまへ
平成28年⚔月15日

一般社団法人 茗 渓 会
理事長 江 田 昌 佑

平成28年度⽝茗渓フェロー⽞
ご協力のお願い

茗渓会が新法人としてさらに発展・進化していく
ために、東京教育大学等前身諸学校から筑波大学に
わたる多様な世代を結び、教育界だけでなく広く実
業界に活躍する卒業生との地域・職域をこえた連携
を強化することを目的として、⽛茗渓会拡充キャン
ペーン⽜を推進し、その一つとして会費完納会員を
対象として⽛茗渓フェロー⽜を創設いたしましたと
ころ、一昨年は1,000人を超え、合計約460万円、昨
年は700人を超え、合計約350万円のご協力をいただ
きました。誠にありがとうございました。
完納会員の皆さまには、35年間にわたり茗渓会へ
のご支援をいただき、これまで本会を支えていただ
きましたことは、誠に感謝に堪えません。
茗渓会は筑波大学や在学生、さらに新しい卒業生
に一層の支援をすることは勿論ですが、本会の老・
壮・青の力を集めて大きく発展することを期してい
ます。そのためにも、皆さまには本年度もご協力を
お願い申し上げる次第でございます。

⽛茗渓フェロー⽜の募集要項
既に会費を完納した会員の皆さまに呼びかけて

⽛茗渓フェロー⽜として皆さまからの寄付を仰ぎ、今
後の茗渓会の運営に寄与していただくことを目的と
いたします。

⚑ 寄付金 ⚑口 2,000円／年間

⚒ 支払い方法 口数の選択 ⚑口以上
⚖月と12月にお送りする払込取扱票に所定事
項をご記入の上、郵便局窓口またはATMか
ら送金してください。
会員番号は必ず記入してください。
(お送りした封筒の宛名に記載してある⚘桁
の番号）

⚓ 納入口数に応じて感謝状及び記念品を贈呈す
るとともに、季刊誌⽝茗渓⽞誌上にお名前を
掲載いたします。

茗渓会が主催する顕彰事業は、茗渓創基130周年を記念
して始められた公益事業です。平成28年には第15回を迎え
ます。
顕彰対象は、地域社会にあって広く社会に貢献している

青少年や一般社会人とします。
今回も、顕彰候補者を広く全国的な視野から積極的に発

掘し、下記の要領により推薦してください。
ただし、公益事業としての趣旨から、政治家、現職の公

務員等は避けるほか、現在、本会の本部、地域組織等の役
職に在る者は対象外とします。なお、本会会員であって役
職にあるものでも、その社会貢献の実績が、社会的に評価
されている場合は、候補の対象から除かないものとします。
平成24年度からは、従前の、筑波大学の芸術関係学生へ

の顕彰に併せて、社会貢献を進めている大学院生で、大学
当局から推薦された大学院生等も対象にしました。
また、社会的客観性を高めるために、当該地の教育委員

会、新聞社（支局等を含む）、放送局あるいは関係団体、有
識者、本会会員の提案、参考意見等を積極的に求めてくだ
さい。

⑴ 顕彰対象 社会貢献活動者、芸術創造活動(作品)者等。
⑵ 推 薦 全国の代議員、地域組織等（代表者）、本部

理事等から候補者を推薦する。推薦にあた
っては、世代、地域、職域、あるいは学内
にあっては芸術、スポーツ、また、社会貢
献度、研究成果等を考慮する。

⑶ 選 考 一般の社会貢献者は、推薦された候補者の
中から、選考委員会において顕彰対象者を
選考する。選考委員会は、当該担当の副理
事長を座長とし、理事会内に設けられてい
る各委員会の委員長を内部委員とし、理事
長が委嘱した有識者を外部委員として構成
する。
なお、筑波大学生、大学院生に関しては、

学内に設置された選考委員会の結果を尊重
する。

⑷ 推薦締切 一般候補者の推薦締切は、平成28年⚙月末
日、学内締切は、平成29年⚒月末日として、
関係書類を事務局へ提出されたい。

⑸ 顕彰式等
(茗渓会賞)

一般顕彰者を本部に招いて、顕彰式、賀会
を行い、大学院生関係者は学位授与式等に
併せて行う。
また、顕彰者の推薦記録等を中心に記載

したʠ顕彰録ʡを作成して、本部に長く保
存するとともに、本人をはじめ国会図書館
等の関係方面に贈呈する。
一方、顕彰受賞者の社会貢献活動の概要

等を、季刊誌⽛茗渓⽜へ掲載して、広報・
周知を図る。

第15回 顕彰⽛茗渓会賞⽜候補者の
推薦依頼について
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茗渓フェロー 協力者ご芳名 ご協力ありがとうございます 2015年10月⚑日～2016年⚓月20日

逢
沢

勝
美

相
沢

利
一

阿
江

通
良

青
木

俊
輔

青
田

雅
樹

青
山

和
義

赤
坂

収

赤
堀

正
宜

秋
元

融

淺
井

康
明

浅
野

克
己

浅
野

義
尋

浅
見

高
明

天
野

正
治

新
井

昭
三

飯
田

宗
映

飯
田

仁

飯
田

文
吉

伊
井
野

通
保

五
十
嵐

耕
一

井
口

裕
夫

池
川

敏
幸

池
田

正
一

池
田

馨
優

石
井

千
昭

石
井

當
己

石
川

利
一

石
崎

弘
美

石
浜

義
晴

石
原

麻
理
恵

石
渡

和
実

市
村

操
一

市
村

一
司

伊
藤

忠
一

伊
藤

信
義

伊
藤

久
雄

稲
毛

陽
一

岩
渕

房
夫

岩
村

雅
朗

梅
村

和
伸

江
口

好
晴

榎
本

喜
美
夫

大
石

英
幸

大
岡

久
恵

大
勝

信
明

大
木

都
起
子

大
島

弘

太
田

中

大
滝

浩
永

大
谷

光
昭

大
塚

正
修

大
塚

芳
郎

大
槻

耕
太
郎

大
原

律
夫

大
山

嵩

小
笠
原

悦
郎

荻
野

治
雄

奥
井

保
正

奥
田

繁
雄

奥
谷

多
作

小
椋

正

小
澤

治
夫

押
上

和
喬

落
合

勇
一

落
合

義
治

小
内

稔

女
屋

博
昭

小
根
山

延
雄

小
野

清
子

小
野

太
佳
司

小
野

光
夫

恩
田

真
紀
子

片
野

泰
男

勝
田

茂

勝
又

宏

加
藤

章

加
藤

英
勝

金
井

敏
明

金
子

十
美
代

金
子

信
男

兼
田

昌
尚

神
島

達
郎

河
合

末
治

河
合

学

川
田

孝
一

河
鍋

翯

河
又

恭
一

川
村

美
弥
子

川
本

太
郎

菊
永

武
行

北

昭

北
沢

忠

北
島

瑞
男

北
村

滋
敏

櫛
部

淨
義

久
原

建

久
保

隆
行

久
保
田

昌
和

熊
井

保

倉
島

武
徳

栗
原

昇

桑
原

洋

小
畔

東

小
池

生
夫

小
池

一
郎

合
田

浩
之

古
賀

正
義

小
島

巳
三
夫

後
藤

恒
顕

小
成

幸
男

小
林

千
洋

小
林

宏

小
林

正
貴

小
俣

幸
嗣

小
松
崎

八
寿
子

五
味

正
之

小
宮

要

小
山

和
夫

小
山

恭
輔

小
山

弘
毅

斉
藤

志
貴
雄

斉
藤

隆

佐
伯

重
幸

坂
倉

太
郎

坂
田

信
久

崎
田

功

佐
久
間

幾
雄

笹
川

和
輝

佐
々
木

史
郎

佐
々
木

徹
悟

佐
々
木

敏
惠

佐
々
木

洋

佐
々
木

優
子

佐
藤

功

佐
藤

悦
郎

佐
藤

吏

佐
藤

和
行

佐
藤

三
郎

佐
藤

伸
一

佐
藤

千
春

真
田

功

佐
野

欣
之
介

澤
田

秀
一

重
田

親
志

重
永

忠
興

繁
桝

義
一

篠
澤

卓
也

篠
山

治
恵

芝
崎

茂
夫

柴
崎

敏

柴
田

淳

志
甫

英
一

島
谷

弘
幸

清
水

俊
幸

下
田

尚

白
崎

研
司

榛
葉

恒
治

新
原

佳
弘

杉
山

浩
一

鈴
木

秀
明

鈴
木

弘
文

鈴
木

泰
全

鈴
木

美
慧

鈴
木

安
孝

鈴
木

善
弘

鈴
木

祥
史

関
口

荘
次

仙
波

操

大
学

俊
彦

高
岡

正
幸

高
木

哲
也

高
瀬

宏
樹

高
田

雅
博

鷹
野

誠
三

高
野

だ
い
わ

高
橋

審
也

高
橋

誠

高
橋

正
博

田
口

貢
久

武
井

一
郎

竹
居

高
嶺

竹
内

豊

武
田

和
正

武
田

恵
子

田
中

章
夫

田
中

幾
美
子

田
中

富
雄

田
中

守

田
中

禮
三

田
渕

英
樹

玉
井

一
章

千
葉

泰
博

帖
佐

寛
章

陳

謙
臣

津
田

房
枝

土
屋

衷

土
屋

道
生

筒
井

豊
祐

都
築

義
之

角
替

弘
志

角
田

匡
巳

鶴
巻

和
男

鶴
見

豊
吉

手
島

昇

杤
堀

申
二

冨
田

磨
紗
子

富
永

敏
郎

富
山

順
治

豊
崎

永
英

永
井

純

中
尾

俊
雄

長
尾

明
敏

中
莖

久
男

永
澤

正
明

中
島

敏
治

中
田

英
雄

中
村

伸
夫

中
村

通
男

中
村

六
郎

中
山

家
久

中
山

義
活

渚

洋
行

奈
良

昭
男

仁
尾

武
博

西

穰
司

西
村

淳

西
村

伸
平

根
立

俊
樹

野
口

昌
三

野
村

良
和

萩
原

昌
明

花
園

融

花
光

幸
和

林

一
六

林

建
生

林

利
八

原

信
夫

原

正

原
田

隆
康

原
田

拓
二

原
田

満
彦

春
成

幸
男

平
賀

徹

廣
川

雄
一
郎

廣
橋

義
敬

福
井

守

藤
井

茂
男

藤
井

英
嘉

藤
江

学

藤
谷

秀
道

藤
根

喜
美
子

藤
本

真
道

藤
本

昌
男

藤
善

尚
憲

藤
原

一
宏

古
沢

一
朗

古
田

信
子

星
野

敏
男

細
川

磐

堀
田

昭
稔

増
原

光
彦

間
瀬

和
義

町
田

彰
一
郎

松
下

昭
彦

松
下

繁
雄

松
本

正
人

松
元

美
明

丸
山

晃
市

三
浦

早
江
子

水
上

和
夫

水
口

浩

水
越

三
郎

溝
口

繁
美

三
田

浩
司

光
田

惠
一

宮
内

完
吾

宮
沢

武
久

宮
下

完
二

宮
下

弘
子

宮
嶋

孝
也

宮
田

新
太
郎

宮
本

久
吉

三
好

俊
文

武
藤

直
人

村
田

栄

村
田

茂

村
田

幹
雄

村
松

正
夫

最
上

隆
二

森

英
俊

森
田

幸
雄

守
屋

正
彦

森
谷

峰
雄

屋
井

征
雄

安
田

恭
一

八
代

勉

八
ツ
田

利
幸

谷
中

斉

梁
瀬

吉
弘

山
神

眞
一

山
岸

徳
治

山
口

洋
史

山
口

松
太
郎

山
下

富
雄

山
田

一
彰

山
田

正

山
田

み
ね
子

山
達

六
夫

山
本

章
雄

山
本

岩
夫

山
本

正
三

吉
川

正
美

吉
田

潤

米
田

吉
孝

和
田

静
恵

渡
辺

功

渡
辺

和
男

渡
部

清
二

渡
辺

隆
明

渡
邉

浩
之

渡
辺

満
孝

（
五
十
音
順
・敬

称
略
)

現
在
、
合
計
し
て

五
口
以
上
⽛
茗
渓
フ

ェ
ロ
ー
⽜
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
完
納
会

員
の
皆
様
に
感
謝
状

と
記
念
バ
ッ
ジ
を
御

送
り
し
て
い
ま
す
。
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茗渓・東西南北

茗
渓
会
新
潟
県
支
部
は
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
名
称
を

新
潟
茗
渓
会
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
会
員
数
約
八
百
人
で

新
た
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

本
会
で
は
毎
年
、
総
会
、
研
修
会
、
教
員
採
用
試
験
受

験
希
望
者
研
修
会
を
実
施
し
、
年
二
回
会
報
を
発
行
し
て

い
ま
す
。

本
年
度
の
総
会
は
七
月
四
日
（
土
）、
サ
ン
ル
ー
ト
新
潟

で
本
部
監
事
古
藤
昭
子
氏
を
お
迎
え
し
、
会
員
三
十
六
名

の
参
加
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
前
の
理
事
会
・
幹
事
会
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度

の
活
動
内
容
の
確
認
と
役
割
分
担
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
冒
頭
の
永
井
会
長
の
挨
拶
で
、
茗
渓
会
館
の
営

業
が
再
開
さ
れ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
平
成
二

十
六
年
度
事
業
報
告
、

会
計
報
告
及
び
二
十
七

年
度
の
役
員
体
制
と
事

業
計
画
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
高
校
教

員
中
心
の
活
動
か
ら
、

様
々
な
職
種
の
方
が
よ

り
気
軽
に
同
窓
会
の
活

動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、

時
代
に
あ
っ
た
組
織
に

変
え
て
い
く
た
め
の
取

り
組
み
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

講
演
で
は
、
国
土
交

通
省
新
潟
国
道
事
務
所

の
土
木
技
術
者
の
今
佐

和
子
さ
ん
か
ら
新
し
い

新
潟
市
の
街
作
り
や
万
代
橋
の
歴
史
に
つ
い
て
の
お
話
、
新
潟
日

報
カ
メ
ラ
マ
ン
の
加
藤
清
也
さ
ん
か
ら
撮
影
写
真
を
見
せ
て
い
た

だ
き
、
報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
の
仕
事
の
内
容
な
ど
の
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
後
の
懇
談
会
で
は
牧
野
前
会
長
の
挨
拶
や
参
加
者
の
近
況

報
告
が
あ
り
、
最
後
は
⽛
桐
の
葉
⽜
の
大
合
唱
で
し
た
。

研
修
会
は
、
十
月
十
四
日
(土
)サ
ン
ル
ー
ト
新
潟
で
開
催
し
、

教
職
員
研
修
、
若
手
の
体
験
発
表
、
懇
談
会
に
十
七
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

教
員
採
用
試
験
受
験
希
望
者
研
修
会
は
、
平
成
二
十
八
年
二
月

六
日
(土
)に
開
催
し
、
二
名
の
受
験
希
望
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

会

長
：
永
井
成
一
（
昭
・
四
一
・
教
大
法
政
)

事

務

局
：
長
田

裕
（
昭
・
五
九
・
筑
体
)

本
部
代
議
員
：
永
井
成
一

中
島
郁
雄

北
海
道
茗
渓
会
は
、
会
長
・
副
会
長
・
監
事
・
幹
事
長
・
幹
事
・

顧
問
・
事
務
局
長
を
含
め
た
役
員
を
中
心
に
企
画
を
行
い
、
事
務

局
が
そ
の
準
備
に
あ
た
り
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
活
動
内
容
と
し

て
は
、
年
二
回
の
全
体
会
（
五

月
に
総
会
・
懇
親
会
、
一
月
に

新
年
会
）
を
開
催
し
、
会
員
相

互
の
親
睦
と
情
報
交
換
の
機
会

と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
隔
年
で
⽛
新
年
講
演

会
⽜
と
し
て
新
年
会
の
際
に
、

様
々
な
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
の
講
演
を
会
員
だ
け
で

は
な
く
多
く
の
方
々
に
ご
案
内

し
、
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
他
に
も
年
一
回
⽛
支
部
だ
よ

り
⽜
を
発
行
し
、
約
三
百
名
の

会
員
に
送
付
す
る
こ
と
で
、
北

平
成
二
十
七
年
度

新
潟
茗
渓
会
活
動
報
告

北
海
道
茗
渓
会
活
動
報
告

海
道
茗
渓
会
の
活

動
状
況
や
近
況
報

告
な
ど
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
七
年

度
（
平
成
二
十
八

年
一
月
九
日
）
に

お
い
て
は
、
新
年

会
に
先
だ
ち
、
新

年
講
演
会
を
札
幌

全
日
空
ホ
テ
ル
で

開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
本
部
よ

り
西
川
潔
副
理
事

長
を
お
迎
え
し
て

四
十
名
近
い
参
加

者
の
も
と
盛
大
に

開
催
さ
れ
、
楽
し

く
、
ま
た
貴
重
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
北
海
道
新
聞
社
論
説
主
幹
・
古
川
周
三
氏
を
お

招
き
し
て
、⽛
今
年
の
政
局
展
望
⽜
と
題
し
ま
し
て
、
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
古
川
氏
は
筑
波
大
学
卒
業
後
、
記
者
、
デ
ス
ク
、

論
説
委
員
と
し
て
長
ら
く
永
田
町
で
取
材
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
ご
経
験
を
も
と
に
、
政
界
の
動
き
や
今
後
の
政
局
に
つ
い
て

大
変
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
年
会
で
は
西
川
潔
副
理
事
長
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
藤
井
英
嘉
（
昭
三
十
五
体
育
卒
）
先
生
の
乾
杯
の
音
頭
で

懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

途
中
、
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
選
手
権
大
会
に
出
場
す
る
山

内
宜
明
先
生
（
平
五
年
筑
波
大
体
育
卒
）
よ
り
全
国
大
会
に
向
け

た
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。
会
の
終
わ
り
に
は
円
陣
を
組
み
、

⽛
宣
揚
歌
⽜
と
⽛
エ
ー
ル
⽜
で
、
盛
況
の
も
と
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

北
海
道
茗
渓
会
と
し
て
は
、
会
員
の
減
少
と
同
時
に
、
全
体
会

の
参
加
者
の
減
少
も
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
事
務
局

と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
北
海
道
を
盛
り
上
げ
る
若
い
方
の
参
加

を
呼
び
か
け
、
広
い
地
域
で
あ
る
北
海
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
繋

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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教
職
を
希
望
す
る
筑
波
大
学
生
に
対
し
て
、
本
会
と
財
団
法
人

筑
波
学
徒
資
金
財
団
が
主
催
す
る
⽛
教
職
受
験
対
策
研
修
会
⽜
が

⚓
月
⚗
日
か
ら
⚙
日
ま
で
の
三
日
間
⽛
筑
波
研
修
セ
ン
タ
ー
⽜
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
59
名
で
し
た
。

［
第
一
日
］

＊
開
講
式

筑
波
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長
の
五
十
嵐
浩
也
氏
、
筑
波
大

学
学
生
部
就
職
課
長
の
久
保
田
優
氏
の
ご
出
席
を
賜
り
、
田
中
正

造
筑
波
学
都
資
金
財
団
理
事
長
（
36
東
京
教
育
大

健
康
）
も
加

わ
っ
て
、
励
ま
し
の
お
言
葉
や
、
い
か
に
全
国
の
教
育
関
係
者
が

筑
波
大
学
の
卒
業
生
に
期
待
し
て
い
る
か
等
の
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

＊
講
義
Ⅰ

⽛
教
員
採
用
試
験
の
分
析
と
対
策
⽜
大
畑
多
津
雄
氏
（
52
東
京
教

育
大

数
学
）
＝
現
在
、
神
奈
川
工
科
大
学
勤
務

元
神
奈
川
県

立
高
校
教
諭
、
元
神
奈
川
県
立
平
塚
江
南
高
校
長
、
元
神
奈
川
県

教
育
局
指
導
部
長

⽛
教
員
採
用
試
験
の
分
析
と
対
応
⽜
と
題
し
て
、
⚑
時
間
40
分
で
、

求
め
ら
れ
る
教
員
像
、
教
員
採
用
試
験
の
概
要
（
公
立
学
校
）（
私

 

 



































































第
31
回教職

受
験
対
策
研
修
会
か
ら

＊
採
用
試
験
合
格
者
の
体
験

発
表
（
今
年
度
合
格
し
た
先

輩
）

①
名
古
屋
市

中
学

保
健
体
育

（
体
育
専
門
学
群
）

②
東
京
都

中
学
高
校

理
科
（
生
物
）

（
生
命
環
境
科
学
研
究
科
）

③
大
分
県

高
校

数
学

東
京
都

中
学
高
校

数
学

（
数
理
物
質
科
学
研
究
科
）

④
東
京
都

中
学
高
校

国
語

（
教
育
研
究
科
）

⑤
千
葉
県

高
校

数
学

（
理
工
学
群
数
学
類
）

＊
論
作
文
作
成
及
び
面
接
に

つ
い
て
事
務
局
の
髙
原
將

が
要
点
を
説
明
し
ま
し
た
。

＊
論
文
作
成

⚒
題
の
う
ち

か
ら
⚑
題
を
選
び
90
分
で

実
際
に
作
成
し
ま
し
た
。

［
第
二
日
］

＊
講
義
Ⅱ

⽛
教
職
を
目
指
す
後
輩
達

に
贈
る
⽝
恋
文
、
そ
し
て
挑

戦
状
⽞⽜

谷
島
昭
氏
（
51
東
京
教
育
大

法
律
政
治
）
＝
現
在

東
京

都
立
練
馬
高
校
勤
務
（
進
路

指
導
部
長
）
元
東
京
都
立
高

校
教
諭
、
元
東
京
都
立
第
五

商
業
高
校
長
、
元
東
京
都
教

［
各
都
道
府
県
教
育
界
の
諸
先

輩
に
お
願
い
］

各
都
道
府
県
の
採
用
試
験
情

報
や
教
育
行
政
の
最
新
情
報
に

つ
い
て
先
輩
方
を
訪
れ
て
教
え
て

い
た
だ
く
よ
う
指
導
し
て
お
り
ま

す
。
論
作
文
の
指
導
を
含
め
て

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

教
育
大
化
学
、
元
茨
城
県
立
高
校
教
諭

元
土
浦
第
一
高
校
長
）

と
髙
原
が
面
接
官
と
な
り
、
体
験
発
表
の
⚕
人
が
加
わ
り
、
受
講

生
が
個
人
面
接
の
答
え
方
等
の
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

＊
集
団
面
接

受
講
生
数
人
の
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
面
接
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
⚕
人
の
体
験
発
表
者
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た
。

＊
集
団
討
論
の
実
演

⚕
人
の
体
験
発
表
者
に
、
明
日
実
施
す
る
⽛
集
団
討
論
⽜
の
実

演
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

［
第
三
日
］

＊
集
団
討
論

⚖
～
⚗
人
で
用
意
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
50
分
間
ほ
ど
で

討
論
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
各
人
が
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て

意
見
を
述
べ
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
初

め
て
の
経
験
で
し
た
が
、
討
論
が
白
熱
し
、
参
加
者
か
ら
は
良
い

体
験
で
あ
っ
た
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

＊
論
文
指
導

初
日
に
書
い
た
論
文
を
班
ご
と
に
分
か
れ
て
、
ま
ず
、
本
人
が

音
読
し
、
意
図
す
る
と
こ
ろ
や
考
え
を
述
べ
、
指
導
者
が
コ
メ
ン

ト
を
す
る
と
い
う
形
式
で
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
⽛
大

変
、
役
に
た
っ
た
⽜
と
の
声
が
多
か
っ
た
。

＊
閉
講
式

髙
野
・
武
井
氏
の
激
励
の
お
話
で
研
修
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

茗
渓
会
事
務
局

髙
原

將
（
38
東
京
教
育
大

東
洋
史
)

育
庁
勤
務
、
前
東
京
都
立
武

蔵
丘
高
校
長

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
補
助

資
料
を
使
っ
て
、
学
校
改
革

に
つ
い
て
、
100
分
間
熱
く
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

＊
個
人
面
接

前
学
生
宿
舎
所
長
の
髙
野

大
二
郎
氏
（
40
東
京
教
育
大

体
育
、
茨
城
県
立
高
校
教
諭

元
茨
城
県
立
藤
代
紫
水
高

校
長
）
及
び
現
学
生
宿
舎
所

長
の
武
井
秀
一
氏
（
51
東
京

久保田 優氏 五十嵐浩也氏

立
学
校
）
教
員
採
用
試

験
の
受
験
対
策
（
筆
記
試

験
対
策
）（
論
作
文
対
策
）

（
面
接
試
験
対
策
）（
模
擬

授
業
・
場
面
指
導
の
対
策
）

な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

武井 秀一氏 髙野大二郎氏

①野田 知里さん②岸野 友子さん③松本 隆宏さん④齋藤 琴音さん⑤石毛恵太郎さん



金
子
雅
紀
選
手
が
200
㍍
背
泳
ぎ
で
短
水
路
日
本
新
記
録
を
樹
立
！

⚑
月
17
日
に
行
わ
れ
た
東
京
都
新
春
水
泳
協
議
会
で
、
金
子
雅

紀
選
手（
人
間
総
合
科
学
研
究
科
体
育
学
専
攻
博
士
前
期
⚒
年
）

が
、
男
子
200
メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ
で
⚑
分
48
秒
25
の
短
水
路
日
本
新

記
録
を
樹
立
し
ま
し
た
。

181
セ
ン
チ
の
大
き
な
体
か
ら
繰
り
出
す
パ
ワ
フ
ル
な
バ
サ
ロ
キ

ッ
ク
が
持
ち
味
の
金
子
選
手
。
こ
の
大
会
で
は
、
100
メ
ー
ト
ル
背

泳
ぎ
、
400
メ
ー
ト
ル
個
人
メ
ド
レ
ー
と
、
出
場
し
た
⚓
種
目
全
て

で
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し
ま
し
た
。
昨
年
、
日
本
、
カ
タ
ー
ル
、

Ｕ
Ａ
Ｅ
で
行
わ
れ
た
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
も
、
ド
バ
イ

大
会
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
200
メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ
銀
メ
ダ
ル
を
含
む
⚖
つ
の

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
お
り
、
⚔
月
に
行
わ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

考
会
に
向
け
て
、
順
調
に
強
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

リ
ュ
ブ
リ
ャ
ー
ナ
大
学
学
長
一
行
と

ス
ロ
ベ
ニ
ア
共
和
国
駐
日
大
使
お
よ
び

駐
日
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
特
命
全
権
大
使
一
行
が
表
敬
訪
問

⚒
月
⚔
日
に
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
共
和
国
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ー
ナ
大
学
イ

ヴ
ァ
ン
・
ス
ヴ
ェ
ト
リ
ク
学
長
お
よ
び
シ
モ
ナ
・
レ
ス
コ
ヴ
ァ
ル

駐
日
ス
ロ
ベ
ニ
ア
大
使
ら
が
、
永
田
恭
介
学
長
、
ベ
ン
ト
ン
・
キ

ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
フ
ァ
ー
ン
副
学
長
（
国
際
担
当
）
を
表
敬
訪
問
さ

れ
、
和
や
か
に
懇
談
さ
れ
ま
し
た
。

表
敬
後
、
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ー
ナ
大
学
か
ら
教
員
12
人
、
本
学
か
ら

教
員
14
人
が
参
加
し
、
両
大
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
分
野
の
紹
介

や
、
博
士
課
程
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
在
籍
す
る
ス
ロ
ベ

ニ
ア
か
ら
の
留
学
生
に
よ
る
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
情
報
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て
の
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
学
間
交
流
協
定
を
締

結
し
て
い
る
同
大
学
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
に
向
け
て
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ー
ナ
大
学
と
は
、
戦
略

的
・
包
括
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
形
成
し
、
今
後
、
よ
り
い
っ

そ
う
の
人
材
育
成
お
よ
び
研
究
力
推
進
向
上
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、⚒
月
18
日
に
は
、駐
日
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
ゼ
ル
ゲ
イ
・

ラ
フ
マ
ノ
フ
特
命
全
権
大
使
が
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
懇
談
の

席
上
、
ラ
フ
マ
ノ
フ
大
使
か
ら
、
本
学
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
に

対
す
る
理
解
と
協
力
に
関
し
て
謝
意
が
述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

ベ
ラ
ル
ー
シ
に
お
け
る
教
育
や
経
済

等
の
取
り
組
み
に
関
し
て
説
明
が
あ

り
、
今
後
の
連
携
協
力
に
対
す
る
期

待
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

第
⚑
回
な
な
い
ろ
駅
伝
大
会
開
催

⚒
月
24
日
、
陸
上
競
技
場

に
て
、
年
齢
や
国
籍
、
性
別
、

宗
教
、
障
害
の
差
を
越
え
て

タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
第
⚑
回
な

な
い
ろ
駅
伝
を
開
催
し
ま
し

た
。オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
は
、⚗
つ
の⽛
価

値
⽜（
卓
越
、
友
情
、
敬
意
／

尊
重
、
決
断
、
勇
気
、
平
等
、

鼓
舞
）
が
あ
り
ま
す
。
同
大

会
は
、
こ
れ
ら
の
価
値
を
世
界
中
全
て
の
人
に
伝
え
、
後
世
に
つ

な
い
で
い
く
た
め
、
⚗
つ
の
価
値
を
⚗
色
で
表
現
し
た
、
⚗
色
対

抗
の
駅
伝
を
企
画
し
た
も
の
で
す
。

当
日
、
小
学
生
の
部
で
は
、
春
日
学
園
⚔
年
生
198
名
が
男
女
各

⚒
組
の
計
⚔
組
に
分
か
れ
、
⚗
色
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
⚑
㎞
を
競

走
し
、
⚗
色
対
抗
で
総
合
順
位
を
競
い
ま
し
た
。
続
く
リ
レ
ー
マ

ラ
ソ
ン
の
部
で
は
、
春
日
学
園
⚗
年
生
125
名
、
外
務
省
よ
り
招
待

さ
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
本
学
陸
上
部
の
長
距
離

選
手
、
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
ア
ス
リ
ー
ト
、
本
学
一
般
学
生
・
教
職
員
、

一
般
市
民
ラ
ン
ナ
ー
⚙
～
10
人
が
⚑
チ
ー
ム
と
な
り
、
計
21
チ
ー

ム
（
⚑
色
⚓
チ
ー
ム
╳
⚗
色
）
が
90
分
間
で
走
っ
た
⽛
距
離
⽜
を

競
い
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
生
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
部
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
さ
れ
、
⚗
色
に
込
め
ら
れ
た

⽛
価
値
⽜
を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

孔
子
像
復
元
研
究
成
果
公
開

⚓
月
⚕
日
～
21
日
、
湯
島
聖
堂
大
成
殿
に
お
い
て
芸
術
系
の
研

究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
、
孔
子
像
復
元
研
究
の
成
果
が
一
般
公
開
さ

れ
ま
し
た
。
約
⚒
年
を
か
け
て
行
わ
れ
た
、
関
東
大
震
災
で
焼
失

し
た
湯
島
聖
堂
本
尊
孔
子
像
に
関
す
る
調
査
・
考
証
お
よ
び
、
そ

れ
に
基
づ
い
た
孔
子
像
の
復
元
制
作
の
最
終
報
告
と
し
て
の
公
開

展
示
で
す
。

会
場
に
は
、
江
戸
期
の
画
軸
な
ど
を
原
型
に
、
新
た
に
彩
色
復

元
制
作
さ
れ
た
等
身
大
の
孔
子
袞
冕
倚
像
（
こ
ん
べ
ん
い
ぞ
う
）

の
乾
漆
像
を
中
心
に
、
現
在
、
湯
島
聖
堂
に
祀
ら
れ
て
い
る
ブ
ロ

ン
ズ
製
の
孔
子
像
と
同
じ
型
で
制
作
さ
れ
た
乾
漆
像
に
、
造
像
当

時
に
施
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
彩
色
を
試
み
た
座
像
、
さ
ら

に
、
復
元
に
あ
た
っ
て
彩
色
の
図
柄
等
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

た
⚓
次
元
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
、
復
元
研
究
の
過
程

等
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
人
々
は
、

長
い
時
間
と
多
く

の
研
究
者
の
手
を

経
て
現
代
に
よ
み

が
え
っ
た
孔
子
像

を
興
味
深
く
鑑
賞

し
て
い
ま
し
た
。
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筑
波
大
学
は
い
ま

筑
波
大
学
は
い
ま

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
女
子
は
主
要
大
会
制
覇
！

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
国
立
大
初
の
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
！

ソ
ク
ラ
テ
ス
・
サ
ン
バ
・
カ
フ
ェ

リ
ュ
ブ
リ
ャ
ー
ナ
大
学
学
長
一
行
と

ス
ロ
ベ
ニ
ア
共
和
国
駐
日
大
使
お
よ
び

駐
日
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
特
命
全
権
大
使
一
行
が
表
敬
訪
問

写真：Insidefoto／アフロ
(FINAワールドカップドバイ大会)

写真：Insidefoto／アフロ

駐日ベラルーシ共和国特命全権大使
一行との集合写真

リュブリャーナ大学学長一行とスロベニア共和国
駐日大使との集合写真



⽛
六
送
会
⽜
弾
む
歌
声

卒
業
式
の
前
日
、
大
学
受
験
を
終
え
て
久
し
ぶ
り
に
登
校
し
て

き
た
⚖
年
生
（
卒
業
生
）
を
迎
え
て
、⽛
六
送
会
⽜
が
催
さ
れ
ま
す
。

⽛
六
年
生
を
送
る
会
⽜
が
正
式
名
称
で
、
中
学
⚑
年
か
ら
高
校
⚒
年

（
⚕
年
生
）
ま
で
、
各
学
年
⚒
曲
ず
つ
の
学
年
合
唱
を
メ
イ
ン
に
し

て
、
有
志
に
よ
る
演
奏
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
教
員
に
よ
る
劇
、

卒
業
生
の
⚖
年
間
を
振
り
返
る
映
像
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
、
合
唱
が
大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
創
立
当
初
か

ら
⽛
二
人
そ
ろ
え
ば
ハ
ー
モ
ニ
ー
⽜
と
い
う
合
言
葉
の
も
と
、
学

年
あ
る
い
は
学
級
を
単
位
と
し
た
合
唱
の
機
会
を
、
数
多
く
設
け

て
き
ま
し
た
。
中
学
⚑
年
生
が
入
学
間
も
な
い
文
化
祭
（
⚖
月
実

施
）
で
披
露
す
る
の
も
学
年
合
唱
で
す
。
中
学
⚑
、
⚒
年
生
に
は

学
級
単
位
で
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
（
⚒
月
実
施
）
と
い
う
行
事
も

あ
り
ま
す
。
本
校
の
生
徒
達
に
は
、
学
校
生
活
の
中
に
、
ご
く
普

通
に
合
唱
が
あ
り
、
日
常
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
⽛
六
送
会
⽜
は
、
実
行
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
生
徒

た
ち
の
自
主
的
な
活
動
と
し
て
運
営
さ
れ
、
歴
史
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
体
育
館
に
ス

テ
ー
ジ
を
作
っ
た
り
、

そ
の
た
め
の
備
品
の

移
動
も
含
め
、
数
多

く
の
準
備
活
動
、
当

日
の
活
動
を
綿
密
な

計
画
書
を
作
成
し
て
、

見
事
な
ま
で
に
仕
切

っ
て
い
ま
す
。
今
年

も
ま
た
、
卒
業
生
に

も
、
在
校
生
に
も
教

職
員
に
も
、
楽
し
く

感
動
的
な
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
く
れ
ま
し
た
。

翌
日
の
卒
業
式
は
、

こ
の
日
と
は
打
っ
て

変
わ
っ
て
、
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
卒
業
生
一
人
一
人
に
証
書

が
校
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
す
。
祭
り
と
し
て
楽
し
む
場
と
厳
粛
な

式
、
こ
の
両
日
の
過
ご
し
方
に
も
、
生
徒
達
が
学
校
生
活
の
中
で

成
長
し
て
い
る
証
が
窺
え
ま
す
。
卒
業
式
の
後
に
行
わ
れ
る
卒
業

パ
ー
テ
ィ
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
自
分
た
ち
が
歌
っ
て
き
た
合

唱
曲
が
校
歌
と
と
も
に
、
涙
な
が
ら
に
歌
わ
れ
ま
す
。
茗
溪
生
活

の
締
め
く
く
り
も
合
唱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

石
巻
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
、
石
巻
市
の
中
学
校
へ
楽
器
（
テ
ィ

ン
パ
ニ
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
ご
縁
か
ら
、
石
巻
市
を
中
心
と
し

た
地
域
で
、
復
旧
復
興
の
様
子
を
見
学
し
、
継
続
的
に
調
査
活
動

を
し
て
、
少
し
で
も
復
興
に
向
け
た
活
動
に
役
立
つ
こ
と
が
で
き

な
い
か
と
、
生
徒
た
ち
が
有
志
を
募
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
⚒
月
に
、
⚕
回
目
の
訪
問
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
活
動
に
は
26
名
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
事
前
学
習
活
動
と
、
現
地
で
の
調
査

や
交
流
活
動
、
発
表
会
な
ど
で
の
発
信
活
動
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
事
前
学
習
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
⚔
回
の
訪
問
で
蓄
積
さ
れ
た

内
容
を
、
新
規
の
メ
ン
バ
ー
で
確
認
し
、
⚔
つ
の
調
査
研
究
班
を

編
成
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
被
災
地
の
現
状
や
課
題
を
整
理
し
て
、

次
の
改
善
策
を
打
ち
出
す
た
め
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
過

去
の
活
動
で
は
、
復
旧
活

動
に
関
わ
る
諸
問
題
を
専

門
家
の
方
に
講
義
し
て
い

た
だ
い
た
り
、
実
際
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
る
方
か
ら
お
話
を
伺
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

今
回
の
現
地
で
の
訪
問

先
は
、
仮
設
商
店
街
、
仮

設
住
宅
、
病
院
、
水
産
業

者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
14
の
施
設
と
な
り
ま

し
た
。
お
祭
り
の
準
備
の

お
手
伝
い
や
小
学
生
と
の
交
流
、
漁
師
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
、
現
地
の
方
々
の
生
の
声
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
と
な

っ
て
い
ま
す
。
⚕
年
間
の
変
化
を
感
じ
つ
つ
、
ま
だ
先
は
長
い
こ

と
を
実
感
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
現
地
訪
問
で
学
ん
だ
こ
と
を
も
と
に
、
発

信
活
動
と
し
て
市
内
の
小
学
校
な
ど
で
報
告
会
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
他
に
も
機
会
を
い
た
だ
い
て
は
、
積
極
的
に
校
内

や
校
外
で
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
し
て
い
ま
す
。
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茗
溪
学
園
だ
よ
り

石巻市のお祭り広場にて

高校⚑年の合唱：レ・ミゼラブルより⽛民衆の歌⽜、フラン
ス人の留学生が旗を振っている。この学年は⚔月の入学
式でも新入生の歓迎演奏を行う。

部活動など結果報告
◎高校ラグビー部：①第95回全国大会結果：
初戦で関西学院高校（兵庫代表）に敗退、
開会式で本校主将が選手宣誓 ②第17回全
国選抜大会・⚒年ぶりの出場（⚙回目、関
東予選⚔位通過、⚔月・熊谷市） ③高校
日本代表（⚑名）として、スコットランド
遠征参加

◎高校剣道部（男）：県新人大会優勝し全国選
抜大会初出場(⚓月末・愛知県春日井市）

◎中学テニス部：第⚒回全国私立中学テニス
大会(12月末・神戸)結果：男子団体⚕位、
女子団体15位、個人女子単⚔位とベスト⚘
入賞

◎高校バドミントン部：関東選抜大会（12月
末・小田原市）結果：団体男子初戦惜敗、
個人男子複ベスト⚘

◎中学バドミントン部：茨城県選抜選手とし
て男女各⚑名関東中学生大会（12月末・久
喜市）出場。結果：男子⚗位、女子⚖位

◎フェンシング：中学⚓年女子、シンガポー
ル・カデ・フェンシング・ワールドカップ
2016に日本代表として派遣され、女子フル
ーレ団体ベスト⚘、個人24位

◎美術部：第60回全日本学生美術展：団体・
奨励賞（27年連続）、推奨⚓名、特選⚓名、
佳作18名。部員以外の美術授業作品：特選
⚑名、佳作⚔名。

◎書道部：高校⚓年女子、読売新聞主催全国
書初めコンクール⽛入選⽜（入選者は全国で
19名）。茨城新聞学生紙上展で、茨城県教
育長賞（高⚑）、茨城書道美術振興会理事長
賞（中⚑）、優秀賞⚗名、その他多数受賞。

◎声楽：中学⚓年女子、第25回日本クラシッ
ク音楽コンクール声楽部門中学女子の部、
全国大会まで進み⚕位入賞

【第⚕回茨城県高校生科学研究発表会】
最優秀ポスター賞（県知事賞）⚑名、奨励
賞⚓名



桐の葉のつどい 同期入学､または同行のみなさんの集まりを紹介したものです｡

⿆平成27年度東茗会例会
と き 平成27年11月14日(土)
ところ 池袋西口⽛北海道⽜にて
東茗会は東京高等師範学校、東京文理科大学、東京教育大学、筑
波大学で東洋史を専攻し、都内の学校に勤務する教員とOBの親睦
会です。ここ数年、筑波大学出身の出席者が東京教育大学出身者を
上回るようになりました。それでも毎年11月に開かれる例会では、
世代を越えていつも学生時代の昔話や勤務校の話題で楽しく盛り上
がっています。 会長 浦部利明（56筑一人文 58筑修教)

⿆東京教育大学アーチェリー部OB会 忘年会
と き 平成27年12月17日(木)
ところ 聘珍樓横浜本店
恒例の忘年会を横浜中華街で12時から行った。今回は中華料理で
はなく、薬膳料理を味わった。高柳先輩が用事で途中退席されたが、
近況報告などしながら楽しく過ごした。参加者⚙名。

⿆⽛茗数会⽜（静岡県）総会
と き 平成27年11月28日(土)午後⚔時30分～午後⚗時30分
ところ マイホテル 竜宮
静岡県では、茗渓の会員で、高等学校の数学の教員で⽛茗数会⽜
を組織して、すでに50年を超えています。会員は現在84人で、毎年、
11月の最終か12月の初旬に総会を開催しています。この日の総会に
は19人の会員が参加して、近況報告や数学の話題など、年代を越え
て有意義な時間を過ごすことができました。 文責 髙田道雄

⿆⽛桐の葉の会⽜卒業50年の集い 昭和40年卒数学科クラス会
と き 平成27年⚔月12日(日)
ところ ホテル第一イン池袋
10年ぶりにクラス会を開催しました。参加者は15名で遠方からは、弘

前の小関道夫さん、富山市の広瀬悦子さんに出席いただきました。広瀬
さんは別の用事で早退されたため集合写真に参加できず残念でした。
卒業以来初めてという人もいましたが昔話に花が咲き楽しいひと時

でした。
写真は、
後列左から松井、森川、町田、塚田、小関、小高、岡田、江川
前列左から春原、峯村、渡邊、入手(松浦）、平山、水谷

世話役：松井泰一、渡邊義正 文：渡邊義正

⿆東京教育大学心理学科昭和37年入学⽛コギトの会⽜
と き 平成27年11月⚘日(日)
ところ 新宿区信濃町 鮨處 八千代
クラス会の名前は、在学中に発刊していた文集⽛cogito⽜に由来する

ものです。それを主宰していた本宮さんによるとクラス会を始めたき
っかけは、メンバーの⽛みんなに会いたい⽜の声からだそうです。今
年で19回目、今まで⚒年に⚑回の開催を、昨年から毎年開こうという
ことになりました。来年は茗渓会館の予定です。

写真：大木英三 記：鈴木義子

⽛桐の葉のつどい⽜の掲載について
以下の要領で写真と原稿をお寄せ下さい。

（写真） フィルムカメラ、デジタルカメラのいずれで
撮影したものでも結構です。紙焼きでも、デジ
タルカメラの場合はデータをメールでお寄せい
ただいても結構です。

（文章） グループの名称、お集まりになった⽛とき⽜
⽛ところ⽜を別項にして、必ずお書き下さい。会
の模様を紹介する文章は31字×⚕行以内でお願
い致します。
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追 悼 録 (敬称略) 逝去会員氏名・卒年科・逝去年月日・
遺族住所・氏名

千原 眞夫 15体丙 27・12・9
〒683-0005 米子市中島354-5 長男 千原 達郎
出頭 富衛 18文二 27・11・26
〒300-0054 土浦市西真鍋町4-30 長女 出頭 裕子
福田 弘茂 19理一 26・12・20
〒156-0045 世田谷区桜上水1-6-9 妻 福田八重子
林 健造 19芸 28・2・12
〒230-0031 横浜市鶴見区平安町1-60-2-107 次女 平川美紀子
室田 正晴 20体二 26・8・22
〒850-0003 長崎市片淵1-4-20 長女 三宅 紀子
山川 修吉 20臨生 26・⚗・28
〒518-0854 伊賀市上野忍町2476 妻 山川ひさ子
大野 勝寛 21大数 28・2・12
〒247-0061 鎌倉市台1680-8 妻 大野さつや
鈴木 庸 22文一 27・11・20
〒243-0013 厚木市泉町9-13 長男 鈴木 史規
古川 恵章 22文五 28・⚑・⚘
〒943-0816 上越市藤新田2-3-18 妻 古川 通子
富田 太 22大国 27・12・8
〒442-0854 豊川市国府町茶ノ休37 長女 富田 順子
杉山 利恵 22臨数 28・1・14
〒331-0065 さいたま市西区二ツ宮573 長男 杉山 弘政
高根沢富男 22農教 27・12・29
〒321-3622 芳賀郡茂木町北高岡247 長男 高根沢 繁
庄山 一夫 22農教 26・12・28
〒515-2604 津市白山町岡103 子 庄山 敏
谷口 新 22農教 27・9・9
〒300-0841 土浦市中187-113 長女 小長光茂子
真篠 将 23大教 26・9・24
〒157-0066 世田谷区成城7-29-8 長男 真篠 幸雄
押手 敬 23大地鉱 27・1・19
〒444-0806 岡崎市緑丘2-20-12 長女 浜井 秀子
岡安 志朗 23文一 28・1・22
〒365-0038 鴻巣市本町3-4-12 妻 岡安 道子
遠山 正雄 23理一 28・2・13
〒338-0012 さいたま市中央区大戸4-14-14 長男 遠山 正彦
太田 昭 23農教 28・⚒・21
〒422-8004 静岡市駿河区国吉田6-8-78 妻 太田しげ子
塚田 信男 24文一 28・1・16
〒300-0051 土浦市真鍋3-12-10 長女 塚田 尚子
飯田 昌己 24文二 28・1・16
〒328-0051 栃木市柳橋町13-8 長女 柳沼 邦子
長野 保 24理一 27・9・10
〒277-0033 柏市増尾2-9-3 妻 長野 佳子
山田 哲夫 24理一 27・10・16
〒630-0243 生駒市俵口町1450-53 長男 山田 浩史
大島 晴夫 24理一 27・11・18
〒330-0072 さいたま市浦和区領家7-23-20 妻 大島 憲子
新堂 庄二 24理四 28・1・27
〒540-0013 大阪市中央区内久宝寺町2-1-8-2803 妻 新堂 清美
矢ヶ崎孝雄 25大地 27・10・28
〒192-0916 八王子市みなみ野5-3-3 長男 矢ケ崎典隆
小野佐千夫 26大教 27・11・21
〒106-0046 港区元麻布2-10-2-302 妻 小野 文子
新井 稔 26理一 26・12・20
〒174-0064 板橋区中台2-8-8 三男 新井 聡
小池 昭彦 26理三 27・11・⚒
〒336-0926 さいたま市緑区東浦和7-18-12 妻 小池 勝子
本間 愼司 26体 27・12・29
〒239-0827 横須賀市久里浜台2-13-7 妻 本間 絢子
大島 弘 26体専 27・6・29
〒329-4411 下都賀郡大平町横堀707 妻 大島 房子
石山 洋 26文図養成所 28・1・16
〒158-0086 世田谷区尾山台2-6-18 妻 石山 常子

倉林 三郎 27大地鉱 27・12・3
〒983-0825 仙台市宮城野区鶴ヶ谷北1-4-7 長男 倉林 純
齊藤 彰勇 27文二 27・7・14
〒350-0021 川越市大中居62 妻 齊藤 怜子
田中 謙爾 27理二 27・12・10
〒143-0016 大田区大森北6-23-12 妻 田中美保子
中莖 久男 27芸 27・1・16
〒114-0014 北区田端1-12-20 妻 中莖 紀代
根本 和成 28大植 27・12・16
〒161-0033 新宿区下落合4-4-21 妻 根本 充子
田部 稔 28教大英 27・11・19
〒178-0061 練馬区大泉学園町6-31-3 妻 田部 直
西野 正彌 28教大物 28・1・22
〒187-0034 小平市栄町3-4-11 妻 西野 靖子
古山 洋一 28教大物 27・9・7
〒391-0011 茅野市玉川5891-9 長女 古山 邦子
蓬田 達夫 29教大教 27・6・23
〒039-1102 八戸市一番町1-6-4 長男 蓬田 敏正
岡村 三郎 29教大地鉱 27・5・8
〒178-0065 練馬区西大泉2-23-13 妻 岡村 照子
丹羽 長政 30教大哲 27・1・20
〒332-0012 川口市本町1-2-17 妻 丹羽美穂子
平林 盛得 30教大日史 27・11・8
〒143-0023 大田区山王1-10-9 妻 平林 千恵
市川 直明 30教大経 27・8・31
〒259-0145 足柄上郡中井町田中918-15 妻 市川 絢子
大澤 正治 31教大植 28・1・6
〒337-0002 さいたま市見沼区春野1-5-6-103 妻 大澤千鶴子
山田 廉 32教大倫 27・11・29
〒680-0824 鳥取市行徳3-543 妻 山田 迪子
浅岡 清範 32教大農 27・10・12
〒182-0012 調布市深大寺東町6-26-1 妻 浅岡 秀子
森永 欣一 32教大体 27・12・18
〒201-0013 狛江市元和泉2-23-1 妻 森永 益枝
梶原 端之 33教大農化 27・10・4
〒241-0022 横浜市旭区鶴ヶ峰1-19-1-302 妻 梶原喜久子
溝上 脩 34院修教 27・12・18
〒840-0023 佐賀市本庄町袋127-5 妻 溝上 亮子
川村 和夫 34教大英 27・11・27
〒239-0833 横須賀市ハイランド5-25-5 妻 川村太枝子
芳沢 要 34教大林 27・12・10
〒818-0025 筑紫野市筑紫705-6 妻 芳沢 久代
山本 家永 34教大林 27・8・9
〒399-7502 東筑摩郡筑北村東条2089-1 妻 山本 裕
佐藤 大澄 34教大農経 27・10・9
〒235-0019 横浜市磯子区磯子台20-11 妻 佐藤 敦子
青島 松司 35教大農工 27・11・18
〒349-0205 南埼玉郡白岡町西10-7-13 妻 青島 久子
三井 巌 36教大林 26・5・20
〒329-1417 さくら市フィオーレ喜連川4-2-9 妻 三井 文子
山田 和彦 41教大国 28・1・10
〒418-0074 富士宮市源道寺町776 長男 山田 真幸
長谷川光邦 44教大数 27・9・11
〒186-0003 国立市富士見台4-37-7 妻 長谷川まつ子
佐々田みほ子 44図短図書館 27・12・9
〒352-0034 新座市野寺5-7-18-202 弟 佐々田 保
都澤 凡夫 45教大健 27・1・10
〒305-0844 つくば市小白硲671-48 長男 都澤 啓明
萩原 奏 47教大体 27・10・15
〒276-0046 八千代市大和田新田659-7 妻 萩原かつ子
木村 益己 56筑一自 27・10・14
〒300-4517 筑西市海老ヶ島1637 妻 木村 雅子
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日
本
名
詩
選
⚑
・
⚒
・
⚓
(全
⚓
巻
）

著

者
：
西
原
大
輔
（
平
成
元
年
第
二
学
群
比
較
文
化
学
類
卒
）

本
の
大
き
さ
：
Ａ
⚕
版

各
248
・
232
・
274
ペ
ー
ジ

⚑
、⚖
⚐
⚐
円
＋
税

出

版

社
：
笠
間
書
院

か
つ
て
新
潮
文
庫
に
は
、
東
京
教
育
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
た
吉
田
精
一
の
⽝
日
本
近
代
詩

鑑
賞
⽞
⚓
冊
が
入
っ
て
い
た
。
島
崎
藤
村
、
北
原
白
秋
、
高
村
光
太
郎
、
三
好
達
治
と
い
っ

た
詩
人
の
作
品
を
、
質
の
高
い
解
説
で
読
む
こ
と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
著
作
権
の
厳
格

化
や
詩
の
読
者
の
減
少
な
ど
で
、
日
本
の
近
現
代
詩
の
鑑
賞
本
は
、
長
い
間
書
店
の
店
頭
か

ら
姿
を
消
し
て
い
た
。

⚒
⚐
⚑
⚕
年
に
刊
行
し
た
⽝
日
本
名
詩
選
⽞
⚓
冊
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
⚓
代
の
有
名

な
詩
222
篇
に
注
釈
と
鑑
賞
を
つ
け
た
本
。
吉
田
精
一
の
名
著
に
強
い
憧
れ
を
持
ち
つ
つ
、
⚘

年
間
か
け
て
書
き
上
げ
た
。
学
校
で
国
語
を
担
当
し
て
い
る
教
員
の
方
に
は
、
是
非
授
業
の

準
備
の
た
め
の
参
考
書
と
し
て
使
っ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

若
い
頃
に
は
よ
く
詩
を
読
ん
だ
の
に
、
気
づ
け
ば
詩
歌
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
人
も
多
い
。

一
方
、
現
代
詩
は
難
解
な
も
の
が
多
く
、
誰
の
何
を
読
め
ば
よ
い
の
か
、
見
当
も
つ
か
な
い
。

⽝
日
本
名
詩
選
⽞
に
収
録
し
た
222
篇
は
、
す
べ
て
質
の
高
い
著
名
な
作
品
ば
か
り
。
か
な
ら
ず

や
、
魅
力
あ
る
詩
と
の
新
た
な
出
会
い
を
経
験
で
き
る
に
違
い
な
い
。

思
想
家
と
し
て
の
石
橋
湛
山

人
と
時
代

著

者
：
山
口

正
（
昭
和
33
教
大
文
学
部
哲
学
専
攻
）

本
の
大
き
さ
：
Ａ
⚔
版
410
頁

300
円
＋
税

出

版

社
：
春
風
社

政
治
家
石
橋
湛
山
は
、
大
正
・
昭
和
期
に
東
洋
経
済
新
報
社
の
経
営
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

と
し
て
一
貫
し
て
⽛
小
日
本
主
義
⽜
や
自
由
主
義
的
立
場
を
主
張
、
敗
戦
後
、
⁔46
年
第
一
次

吉
田
内
閣
の
蔵
相
と
な
り
、
イ
ン
フ
レ
政
策
を
推
進
し
た
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
公
職
追
放
を

受
け
、
解
除
後
⁔56
年
自
由
民
主
党
総
裁
に
選
任
さ
れ
組
閣
し
た
が
、
病
に
倒
れ
⚓
カ
月
の
短

命
内
閣
に
終
っ
た
。
し
か
し
経
済
、
政
治
の
研
究
者
や
知
識
人
達
の
戦
後
歴
代
首
相
の
中
で
、

石
橋
の
評
価
は
今
も
高
く
、
多
く
の
研
究
書
も
発
刊
さ
れ
て
い
る
。

著
者
山
口
氏
は
、
東
教
大
で
科
学
哲
学
を
専
攻
し
、
東
洋
経
済
新
報
社
に
入
社
、
出
版
局

次
長
、
監
査
役
、⽛
石
橋
湛
山
著
作
全
集
⽜⽛
東
洋
経
済
新
報
社
百
年
史
⽜
室
長
を
努
め
た
。

石
橋
湛
山
に
つ
い
て
最
も
精
通
し
た
著
者
に
よ
り
、⽛
思◦

想◦

家◦

石
橋
湛
山
⽜
と
し
て
業
績
の
根

源
と
な
る
哲
学
を
注
視
し
、
永
年
に
発
表
し
て
き
た
諸
論
文
26
編
を
中
心
に
編
纂
さ
れ
た
好

著
で
あ
る
。
今
日
の
政
争
に
明
け
暮
れ
す
る
貧
困
な
政
治
状
況
に
も
一
石
を
投
じ
る
本
書
を
、

会
員
の
皆
様
に
推
薦
す
る
次
第
で
あ
る
。

入
手
方
法

書
店
申
込
、
ア
マ
ゾ
ン
、
楽
天
な
ど

紹
介
者
小
宮
山
恵
三
郎
(昭
32
教
大
文
学
部
哲
学
専
攻
･元
茨
城
大
学
人
文
学
部
教
授
)

著 書 紹 介


著
書
紹
介
の
掲
載
に
つ
い
て

季
刊
誌
⽛
茗
渓
⽜
に
は
、
茗
渓
会
員
の
皆
さ
ま
の
著
書
を
紹
介
し
て

お
り
ま
す
。
先
輩
・
後
輩
・
友
人
な
ど
の
著
書
を
、
25
字
×
18
行
程
度

の
紹
介
文
に
し
て
茗
渓
会
事
務
局
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
書
名
、
著
者
お
よ
び
ご
本
人
の
卒
業
年
度
、
学
部
・
学
科
︿
学

群
・
学
類
﹀、
本
の
大
き
さ
、
ペ
ー
ジ
数
、
価
格
、
発
行
所
等
を
付
記
し

て
下
さ
い
。

送
っ
て
い
た
だ
い
た
原
稿
は
、
掲
載
検
討
会
議
で
は
か
っ
た
う
え
、

で
き
る
だ
け
多
く
紹
介
し
よ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
紹
介

し
た
本
を
永
く
保
存
す
る
た
め
、
事
務
局
に
一
冊
ご
寄
贈
く
だ
さ
る
よ

う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。





























































茗渓会担当：上席執行役員人事部長　岡本　俊一

（学校法人 茗溪学園理事）

        安全に、快適に、正確に 

����������社 
         取締役社長 塚本 一也 

（平成 3 年環境科学研究科修了） 
☆２４時間営業 
☆お迎え料金無料 
☆カード利用 OK! 
☆貸切バス事業者より 

安全性評価認定(★★★)されました 
 
 
会社写真挿入 
 
 
 
 
〒300-3261 茨城県つくば市花畑 3 丁目 19-4 

      029-864-0301 
      029-864-4727 

     �����������������-���������� 

フリーダイヤル 0120-000-302 
各営業所に通じます 

 

ＦＡＸ 

ＴＥＬ 

メールアドレス  



代
議
員
選
挙
の
結
果

平
成
28
・
29
年
度
の
一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
の
代
議
員
選
挙
の

公
示
を
季
刊
誌
⽛
茗
渓
⽜
⚑
⚐
⚘
⚗
号
で
行
い
、
平
成
27
年
11
月

⚖
日
に
立
候
補
の
締
切
り
、
11
月
25
日
が
地
方
組
織
か
ら
本
部
へ

の
提
出
期
限
で
実
施
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
定
員
110
名
の
候
補
者
が

出
揃
い
ま
し
た
。
平
成
27
年
12
月
21
日
に
第
⚒
回
目
の
選
挙
管
理

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
候
補
者
110
名
を
無
投
票
当
選
と
し
、
次
期

の
代
議
員
が
確
定
し
ま
し
た
。

平
成
28
・
29
年
度
の
代
議
員
の
名
簿
を
本
号
の
14
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。

定
時
総
会
開
催
の
ご
案
内

一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
の
平
成
28
年
度
（
第
⚕
回
）
定
時
総
会

を
平
成
28
年
⚕
月
26
日
(木
)午
後
⚑
時
30
分
か
ら
、
茗
渓
会
館
⚒

階
⽛
茗
渓
⽜
の
間
で
開
催
致
し
ま
す
。
議
題
は
平
成
27
年
度
事
業

報
告
・
決
算
報
告
、
平
成
28
年
度
事
業
計
画
(案
)予
算
(案
)及
び

役
員
選
出
等
で
す
。

⽛
筑
波
大
学
新
聞
⽜
⚔
月
号
を
同
封
し
ま
す

こ
こ
⚓
年
間
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
⽛
筑
波
大
学
新
聞
⽜
⚔
月

号
を
今
年
も
同
封
致
し
ま
す
。
⚔
月
号
に
は
筑
波
大
学
へ
の
新
入

生
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
会
員
の
皆
様
か
ら
好
評
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
筑
波
大
学
の
様
子
も
詳
し
く
掲
載

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

茗
渓
会
か
ら
筑
波
大
学
支
援
の
助
成
金
を
贈
呈

本
会
で
は
筑
波
大
学
の
学
生
へ
の
助
成
金
を
贈
呈
し
て
お
り
ま

す
が
、
最
近
で
は
、
茗
渓
会
賞
（
芸
術
部
門
）
と
卒
業
式
に
対
し

て
助
成
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
茗
渓
会
人
事
に
つ
い
て

平
成
28
年
⚔
月
⚑
日
現
在

理
事
長

江
田

昌
佑

副
理
事
長
（
財
務
経
営
担
当
）

井
口

武
雄

副
理
事
長
（
同
窓
会
・
大
学
対
応
担
当
）
西
川

潔

常
務
理
事

高
野

力

事
務
局

大
塚
事
務
所

室
岡

和
彦
(所
長
）

岩
田

敏
昭

和
泉

千
代

前
田

三
郎
(非
常
勤
)

清
水

進
一
(非
常
勤
)

髙
原

將
(嘱
託
)

筑
波
事
務
所

立
山

雅
博
(所
長
)

大
森

哲
郎
(非
常
勤
)

野
崎

芳
恵
(非
常
勤
)

卒
業
予
定
学
生
の
就
職
活
動
に
ご
支
援
を

来
春
卒
業
予
定
の
筑
波
大
学
生
の
た
め
に
、
諸
先
輩
の
ご
指
導

ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

［
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
］
筑
波
大
学
学
生
部
就
職
課

企
業
・
団
体
関
係

電
話
⚐
⚒
⚙

⚘
⚕
⚓

⚖
⚐
⚐
⚑

教
員
・
公
務
員
関
係

電
話
⚐
⚒
⚙

⚘
⚕
⚓

⚒
⚒
⚔
⚙
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平
成
28
年
⚔
月
15
日
発
行

発
行

一
般
社
団
法
人

茗

渓

会

茗
渓
会
事
務
局
・
大
塚
事
務
所

112
-0012
東
京
都
文
京
区
大
塚
一
-五
-二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
-三
九
四
一
-〇
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
-三
九
四
一
-七
六
七
四

E-m
ail
info@
m
eikei.or.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ
http://w
w
w
.m
eikei.or.jp

郵
便
振
替
記
号
番
号
〇
〇
一
五
〇
-二
-四
九
七
七

筑
波
事
務
所

305
-8577
つ
く
ば
市
天
王
台
一
-一
-一

筑
波
大
学
・
大
学
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
五

E-m
ailtsu3jim
u@
m
eikei.or.jp

印
刷

東
京
都
文
京
区
関
口
一
-三
九
-一
〇

山
浦
印
刷
株
式
会
社

お
願
い

•
正
確
な
会
員
情
報
把
握
の
た
め
に
、
住
所
、
勤
務
先
の
変

更
は
す
ぐ
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

•
年
会
費
の
お
振
込
み
は
、
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。






























































広

報

編
集
後
記

•
特
集
の
⽛
筑
波
大
学
附
属
諸
学
校
を
巡
る
⽜
は
第
⚓
回
と
し
て

⽛
附
属
駒
場
中
・
高
等
学
校
⽜
か
ら
原
稿
を
い
た
だ
き
掲
載
致
し

ま
し
た
。
た
い
へ
ん
多
く
の
写
真
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
一

部
を
グ
ラ
ビ
ア
に
移
し
て
、
カ
ラ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

次
号
は
⽛
附
属
坂
戸
高
校
⽜
と
⽛
視
覚
支
援
学
校
⽜
で
す
。

•
平
成
28
年
⚒
月
⚖
日
に
開
催
さ
れ
た
⽛
茗
渓
会
に
関
す
る
有
識

者
懇
談
の
会
⽜、
平
成
28
年
⚒
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
⽛
東
京
都

教
育
研
究
懇
談
会
（
木
三
会
）⽜
の
報
告
を
関
係
者
に
ま
と
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
掲
載
致
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
⚖
月
17
日
以
来
毎
月
第
三
水
曜
日
に
開
催

さ
れ
て
お
り
、
平
成
28
年
⚓
月
16
日
で
第
⚙
回
と
な
っ
た
⽛
茗

渓
・
筑
波
大
学
産
業
人
会
⽜
に
原
稿
を
お
願
い
し
、
⚒
ペ
ー
ジ

の
原
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
掲
載
い
た
し
ま
す
。

表
紙
の
言
葉
デ
ザ
イ
ン
茗
渓
会
副
理
事
長

西
川

潔

今
回
紹
介
す
る
の
は
天
久
保
池
と
そ
の
ほ
と
り
の
桜
で
あ

る
。
つ
く
ば
の
桜
は
入
学
式
の
こ
ろ
満
開
と
な
る
こ
と
が
多

く
、
新
入
生
歓
迎
会
を
兼
ね
た
花
見
に
は
も
っ
て
こ
い
の
場

所
で
あ
る
。
そ
の
時
期
だ
け
こ
こ
は
学
生
で
に
ぎ
わ
う
。
池

は
体
育
と
芸
術
の
あ
る
西
地
区
の
南
に
位
置
し
、
平
砂
や
追

越
宿
舎
の
学
生
の
殆
ど
が
登
下
校
時
に
ペ
デ
（
ペ
デ
ス
ト
リ

ア
ン
デ
ッ
キ
、
高
架
に
な
っ
て
い
る
歩
道
橋
の
一
種
）
か
ら

目
に
す
る
光
景
で
あ
る
。
人
工
の
調
整
池
だ
が
、
40
年
余
を

経
て
、
す
っ
か
り
土
地
に
馴
染
ん
で
い
る
。
近
年
は
共
通
体

育
の
野
外
系
授
業
の
一
貫
と
し
て
カ
ヌ
ー
の
練
習
に
も
用
い

ら
れ
て
い
る
と
聞
い
た
。
私
の
子
供
が
小
さ
か
っ
た
頃
、
一

緒
に
小
魚
を
と
っ
て
い
た
ら
20
セ
ン
チ
を
超
え
る
ブ
ル
ー
ギ

ル
が
網
に
入
っ
て
き
て
驚
い
た
の
も
こ
の
池
で
あ
る
。

東
京
都
以
外
の
瑞
宝
小
綬
章
は
、
毎
回
、
地
域
組
織
（
以
前
の

支
部
）
に
お
知
ら
せ
下
さ
る
よ
う
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
の
は
20
道
府
県
で
し
た
。
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聖 徳 大 学 大学院

〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬55
電話 047-365-1111(代表)

E-mail : akifuji @ seitoku. ac. jp

言語文化
研究科長 藤原 保明 昭48教修英平⚓筑博文言 

経営・労務・年金etc. コンサルタント

福岡経営労務事務所

〒125-0042 葛飾区金町3-27-3
TEL 03(3607)0551 FAX 03(3607)0551

所 長
社会保険労務士 福岡 一雄（32教大法政)

〒105-8507 東京都港区芝⚒丁目32番⚑号
電話 03(3456)1578

常務執行役員 ೂ岡 祥之（昭57筑社工)

スポーツ＆起業家＆企業人⽛つくばウェイ⽜
TSUKUBA WAY プロジェクト
～茗渓・筑波OB・OGの活躍を集約‼～

http : //tsukubaway.com/

株式会社 KTAJ
代表取締役 藤田 文武 体育専門学郡2004年卒 

株式会社 阿部兄弟建築事務所
http://abeoffice.co.jp

〒101-0032
東京都千代田区岩本町1-3-9 高木ビル

代表取締役 荒井 豊人 昭和57筑基工 
TEL 03-3866-4181 FAX 03-3866-4120

つくばでの宿泊･研修に
ご家族で､お仲間で 最大収容180名、お一人3,700円から

茗渓会員とご家族に割引あり
研修セミナー･サークル発表会･各種会議･学習合宿･部活動合宿に
シングル145室ツイン⚕室和室⚕室／研修室⚒室（120・40名)
和室も研修室として利用可（20畳、10畳）
館内食堂《こうせい》でパーティ・懇親会等（数名から80名まで）

アクセス 秋葉原駅からつくばエクスプレスで45分⽛つくば駅⽜下車
●バス／⽛筑波大学循環⽜⚓つ目⽛筑波メディカルセンター前⽜下車
徒歩⚘分●つくば駅からタクシー／⚕分

一般財団法人筑波学都資金財団

筑波研修センター
〒305-0005 茨城県つくば市天久保 1-13-5
TEL 029-851-5152 ／ FAX 029-851-8886

http://www.meikei.or.jp/˜center e-mail : center＠meikei.or.jp

〒273-0115 千葉県鎌ケ谷市東道野辺3-1-7
電話 047(443)7908 FAX 047(443)7940

営業部長 高野 力（昭48教大木工)

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋2-3-1
東京フジビル502号室

公
開
講
座

⑴

東
京
地
区

（
そ
の
⚑
）

テ
ー
マ
：
知
っ
て
お
き
た
い
日
本
発
の
英

語
の
本

講

師
：
藤
原
保
明
先
生

日

時
：
平
成
28
年
⚖
月
25
日
(土
）

場

所
：
茗
渓
会
館

（
そ
の
⚒
）

テ
ー
マ
：
調
整
中

講

師
：
守
屋
正
彦
先
生
他

日

時
：
平
成
28
年
⚘
月
ま
た
は
⚙
月

（
調
整
中
）

場

所
：
茗
渓
会
館

⑵

筑
波
地
区

（
そ
の
⚑
）

テ
ー
マ
：
花
の
あ
る
暮
ら
し
と
エ
ピ
ソ
ー
ド

講

師
：
西
川
綾
子
先
生

日

時
：
平
成
28
年
⚗
月
18
日
(月
）

海
の
日

場

所
：
筑
波
研
修
セ
ン
タ
ー

（
そ
の
⚒
）

テ
ー
マ
：
未
定
(英
語
シ
リ
ー
ズ
第
14
回
）

講

師
：
藤
原
保
明
先
生

日

時
：
平
成
28
年
⚙
月
24
日
(土
）

場

所
：
筑
波
研
修
セ
ン
タ
ー

顕
彰
式

日

時
：
平
成
28
年
11
月
26
日
(土
）

場

所
：
筑
波
大
学

大
学
会
館

追
悼
の
つ
ど
い

日

時
：
平
成
28
年
⚙
月
⚓
日
(土
）

場

所
：
茗
渓
会
館

 

 





















予

告



１
日
１
組
貸
切

長
い
歴
史
を
持
つ
こ
の
場
所
に 

新
た
な
歴
史
が
刻
ま
れ
る

一
生
に
一
度
の
結
婚
式

こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
た
な
未
来
の
な
か
で

お
ふ
た
り
に
と
っ
て 

い
つ
で
も
戻
っ
て
こ
ら
れ
る

そ
ん
な
場
所
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す

〒112-0012 東京都文京区大塚 1-5-23
TEL：03-5319-1888　　http://www.kanobi-meikeikan.com/

茗渓会員及び筑波大学関係者の皆様
～ご優待特典のご案内～

ご婚礼…費用総額の５％引き
その他、期間限定プランなど季節に応じた特典も
多数ご用意しております

お食事…飲食合計の１０％引き
ご家族様、ご親族様もご利用いただけます





桜美林学園 理事長・学園長 佐藤 東洋士
学長 三谷 高康
入試事務室相談役 川田 孝一（昭 39 教大総農）

リベラルアーツ学群 /健康福祉学群
ビジネスマネジメント学群 / 芸術文化学群
グローバル・コミュニケーション学群（2016 年開設）

東京ビジネスホテル
茗渓会東京宿泊所
茗渓会会員割引料金（税サ込）

シングルＢ（バス・トイレ共同）
　　　   ￥ 6,500→平日￥ 4,800  休前日￥  5,800
シングルＡ（バス・トイレ付）
　　　   ￥  8,200→平日￥  6,200  休前日￥  7,200
ツイン　　（バス・トイレ付）
　　　   ￥13,800→平日￥  9,800  休前日￥12,800
朝食バイキング ￥  1,050→￥  760
大浴場時間 ： 6:30～9:00 17:00～01:00

地下鉄丸ノ内線 新宿御苑前駅 １番出口

都営新宿線   新宿三丁目駅 C７出口  より徒歩７分

地下鉄副都心線 新宿三丁目駅 E２出口

JR新宿駅より車５分

⎫
⎪
⎬
⎪
⎭

東京都新宿区新宿6-3 - 2
TEL 03 （3356） 4605
FAX  03 （3356） 4606
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平成28年度公開行事

5月 7日（土）　オープン・キャンパス

6月11日（土）・12日（日）
　桐創祭（文化祭）

6月25日（土）　帰国生説明会

7月 9日（土）　高校受験生対象
学園説明会


